
『ふるさと大曲』第 9号

首都圏大曲会会報 第 9号

題字 澁谷一男

平成22年 7月発行 発行所i〒 102-0073東京都千代田区九段北117304教 育情報プロジェクト気付 首都圏大曲会事務局
電話 03(5213)2028 FAX 03(5213)2029 e― メール :info@e― prosip cOm httpi//www supportlife info

|||●■||::11■●
=●

■■||:|::■ 11■●111:●■|   |||■■|||
|1111■ ||||11■ |11111:11111111:||||■ ||||||||||■ ||:

事::            :=1           難‡     |● 1

=・
1        ‐黎 揚 鰊

・
市議篠菫:篠:難難奪鷲ti議難獲畿議     鰊

=■

‐‐1・‐■|

獲:躙眩鰈麒絣轟嬢書颯:靡 1麟難難‡繭畿爾簸哩狡顆褥躙輻躙蒻:■||=:

驚|      :は 鷲隧畿     睦饉ぶ難
競       :|         ::
獲難潜輩雛警篠|なな事警:な:舞1:寧摯1爾:菫難霧爾:継:|1爾難|

輩鰺鶴難簸難難鶴議畿贔鶉難繭鰺辣覇艤雛

||:‡‡‡:‡‡‡‡‡‡‡‡‡||||:: :||||||:|::|:|:::11::111::::11::::::::::::::|::

磯薇:鰺簿雛
慾な機な量眩

一
-1-―



(広告) 平成22年 (2010年)7月

鳳
に
考
を
．大
曲‐
で

生
産
雪
れ
程

「伊勢神宮新嘗祭献穀田」を斉行する機会を与えて

いただきましたし爾来、自然環境と食の安全に対す

る考え方が改まり、稲づくりにも少しずつ改良を加

えて今日に至つております。

ここで出会つたものが「内城菌」でした。画期的

なパワーを発揮するこの菌|よ、こ|れまでは厄介者

として扱われてきた食物、魚肉、野菜などから出る

生ゴミを、有機肥料としてリサイクルするものです。

これで土壌|よ生まれ変わり、植物は栄養分を吸収

し易く、「内城菌農法」が可能となります。私のこだ

わりは、この肥料を使つて生産する有機米です許●
=

「内城菌」の使用によるり|サイクル農法は、

に食の安全と喜びを与えてくれます6「私の|こだ爾:

わり米」に意欲的に取り組み、豊かなこの大地を

'撃
後世に引き継いでまいります。   佐藤 久男

(内城菌の散布 )

ご注文Fax番号⇒ 0187-62-5614

秋田県特別栽培農産物認証 申請中

こだわり米
世紀の節目である西暦2000年 (平成12年)、 私は

種類 とご注文数 5 kgt撻 10増袋 30 kg袋

①減農薬・無化学肥料栽培米
(内城菌有機肥料のみ散布土壌 )

3,000円

(   個)

5,000円

(   イ固)

13,000円

(   個)

②慣行栽培 あきたこまち

(内城菌有機肥料十化学肥料散布土壌)

2,300円

(   個)

3,800円

(   個)

9,800円

(   個)

ご注文合計数 ( 個 ) ( 個 ) ( 個 )

ご住所⇒  (郵便番号 )

お名前⇒

(電話

* いずれも送料は当方で負担します。数量に限りがありますので品切れの際はご容赦願います。

〒014¨0103秋田県大仙市高関上郷字高屋敷42 生産・販売者 佐藤 久男

尾覇活0187(66)1702   Fax01 8 7(62)5614
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『ふるさと大曲』第 9号

【ふ
る
さ
と
さ
ん
　
ン」
ん
に
ち
は
】

若
手
グ
ル
ー
プ
の
果
敢
な
挑
戦

一　
　
　
大
曲
商
．工
会
議
所
青
年
部

18

【会
員
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
　
こ
ん
に
ち
は

切
り
絵
で
町
お
こ
し
に
励
む

首
都
圏
の
伸
潤
た
ち
】

三
冠
馬

・
ミ
ス
タ
ー
シ
ー
ビ
ー
を
育
て
た

塩
谷
　
良
二
さ
ん

佐
藤
　
忠
雄
さ
ん

17 16

大山の話題

鶴簸1舞参鶴鐵鍵難
郵便事業株式会社では、全国

各地で開催される、ふるさとを

感 じる祭や夏のイベントを題材

にした「ふるさとの祭」シリーズ

第5集 として、秋田県大曲の花

火を発売しました。これは全国

一の花火競技大会として知 られ

る「大曲の花火100年」を記念 し

たもので、この7月 1日 から全国

◇ ◇

的に発売されたものです。

(発売する切手帳の内容〉

名称 通常版切手帳 (ふ るさの

祭 第5集 )

発行日 平成22年7月 1日

価格  900円

(切手シー ト500円 含む)

商品概要 ふるさと切手「ふる

さとの祭 第5集 Jlシ ー トを納

めた見開き切手シー ト。

1翻が需琴麒 |

大仙市内8地域を巡る、出前

民謡ふるさと民謡めぐり」を行

います。

この催 しは、大仙市民謡愛好会

が中心 となり、各地域で活動 し

ている方々や若い歌い手などが

一緒になって、民謡と伝統芸能

の舞台を倉1り 上げるものです。

入場料無料。開催地・日時は次

の通 りです。 (大 曲地区は5月 15

日に終了しました)

神岡10月 16日 午後1時 (神 岡農村

環境改善センター)協和 10月 17

日午前10時 (協和市民センター)

中仙 10月 17日 午後3時 (中仙市民

会館 )西 仙北 10月 30日 午後1時

(西仙北中央会館)仙北10月 頃の

老人クラブ大会に合わせて開催

9 7

(仙北ふれあい文化センター)南

外 11月 3日 午後1時 (南外 コミュ

ニティセンター)太田11月 10日

午前10時 (太田文化プラザ)

1鏡馨礫 輩::肇 |

7月 24日 の首都圏大曲会総会・

懇親会にも出演する千葉 トシ子

さんは、その後の7月 29日 (本 )

」R西 船橋南 日の「 フロー ラ西

船」で開催される「夏の民謡まつ

りに、二代 目藤丸東風社中とと

もに出演 します。入場料は、お

料理 とも飲み放題で6,000円 。6

時～ 9時まで。

首
都
圏
六
曲
会
　
会
員
の
ひ
ろ
ば

俳
句
　
朱
華
　
　
作
詞
　
黒
皮

大
曲
の
話
題
　
３
　
　
　
◇

羽
生
　
江
戸
さ
ち
こ

編
集
後
記
　
２‐

首
都
圏
大
曲
貪

覇

『
ふ

る

さ

と

大

山

』
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〈夢
の
あ
る
田
園
交
流
都
市
へ
〉

大
仙
市
誕
生
五
周
年
記
念
式
典

大
仙
市
民
憲
章

〈東
京
で
大
曲
の
花
火
を
観
る
会
〉

雄
物
川
の
川
風
を
心
で
感
じ
な
が
ら

■
　
ひ
と
と
き
エ
ツ
セ
ー

学
力
ト
ツ
プ
ク
ラ
ス
の
背
景
に
あ
る
も
の
　
一二
浦

堂三
　
４

桜
守
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
　
小
松
　
辰
巳
　
５
　

　

夏
休
み
の
頃

大
釜
　
茂
障
　
５

写
真
の
子
ど
も
た
ち
に
見
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
　
佐
々
木

久
　
６

カ
メ
ラ
片
手
に

大
曲

の
原
風
景

。
冬
か
ら
春
、
そ
し
て
夏

へ
　
　
撮
影

藤
田
　
征

一

カ
メ
ラ
紀
行

春
遅
い
裏
磐
梯
を
訪
ね
て
　
　
齋
藤
　
貞
助

大
曲
の
花
火

一
〇
〇
年
・
感
謝

・
祝

・
未
来
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
　
賢
木
　
新
悦

・１
‥

１２

ふ
る
さ
と
納
税
　
一
人
ひ
と
り
の
善
意
が
ふ
る
さ
と
の
元
気
に
結
び
つ
く

Ｏ
υ 1014

，

“

株式会社 鴫田ハム
代表取締役 嶋田耕治

〒014-0016大仙市若竹町26… 23

TEL(0187)63-1576
FAX(0187)63-1578
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平成22年 (2010年)7月

故
郷
つ
れ
づ
れ

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
の
中
に
今
の
自
分
が
あ
る
。
広
々
と
し
た
田
園
の

向
こ
う
に
ど

っ
し
り
と
秋
田
駒
が
見
え
る
。
流
れ
る
風
に
乗

っ
て
稔
り

を
前
に
し
た
稲
の
匂
い
が
す
る
．
霊
峰
鳥
海
山
は
美
し
い
姿
を
今
日
も

遥
か
な
雲
間
に
見
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
太
平
山
の
頂
に
は
電
波
塔
が

光

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。　
一
〇
〇
年
の
歴
史
を
数
え
る
花
火
大
会
も
近
い
。

■

首
都
圏
大
曲
会
　
ひ
と
と
き
エ
ツ
セ
ー

ふ
る
さ
と

学
カ
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

背
景
に
あ
る
も
の

〓
一　
浦

宝思
　
一

（大
仙
市
教
育
長
）

日
頃
か
ら
大
仙
市
の
教
育
活
動
に

ご
理
解

。
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
三
月
二
十

一

日
の
大
仙
市
誕
生
五
周
年
記
念
式
典

祝
賀
会
で
は
、
本
市
の
子
ど
も
た
ち

に
対
し
、
過
分
な
る
お
褒
め
の
お
言

葉
を
頂
戴
し
、
重
ね
て
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
こ
の
三
年
間
、
秋
田
県
は
全

国
学
力
調
査
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ

り
、
そ
れ
は
本
市
で
も
同
様
で
あ
り

ま
す
。

昨
年
秋
、
最
上
位
の
本
県
の
小
学

生
と
、
下
位
県
の
小
学
生
と
の
間
に

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
大
き
な
差
が

あ
る
の
か
と

い
う

こ
と
に

つ
い
て

の
、
研
究
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告
が

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

要
因
は
二
つ
あ
り
、　
一
つ
は
本
県

の
幼
保
の
就
学
前
教
育
が
、
期
間
も

長
く
、
教
育
内
容
も
優
れ
て
い
る
こ

と
、
今

一
つ
は
、
幼
児
期
か
ら
の
家

庭
で
の
し
つ
け
の
差
と
の
こ
と
で
し

た
。例

を
挙
げ
れ
ば
、
毎
日
朝
食
を
食

べ
る
子
ど
も
、
毎
日
同
じ
時
刻
に
起

き
る
子
ど
も
、
夜
十
時
ま
で
に
就
寝

す
る
子
ど
も
、
困

っ
て
い
る
人
を
進

ん
で
助
け
る
子
ど
も
、
近
所
の
人
に

挨
拶
を
す
る
子
ど
も
の
割
合
が
下
位

県
よ
り
も
本
県
は
、
数
％
～
二
十
％

ほ
ど
多

い
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
家
庭
教
育
力
の
高
さ
が
小

一

ギ
ャ
ッ
プ
を
軽
減
し
、
子
ど
も
た
ち

が
心
身
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
成
長

し
て
い
く
下
支
え
に
な

っ
て
い
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

大
仙
市
で
は
平
成
二
十
年
七
月
に

大
仙
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
市
内
の

保
護
者
同
士
の
横
の
連
携
が
よ
り
緊

密
に
な
り
、
家
庭
教
育
力
が

一
層
強

固
な
も
の
に
な

っ
た
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

ま
た
二
十
年
度
か
ら
二
校
、
二
十

一
年
度
か
ら
は
六
校
が
学
校
支
援
地

域
本
部
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
方
々

に
教
育
活
動
に
参
画
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
保
護
者

・
地
域

。
学
校
が

一
体
と
な

っ
て
子
ど
も
を
育
て
る
教

育
シ
ス
テ
ム
が
、
市
の
各
地
域
に
広

が
つ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
二
十

一
年
二
月
、
大
仙

市
と
国
際
教
養
大
学
間
の
国
際
交
流

に
関
す
る
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
協
定
を

締
結
し
た
こ
と
で
、
多
く
の
留
学
生

を
学
校
行
事
に
招
き
、
互
い
に
異
文

化
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
の
見
方

や
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
で
、
学
習

意
欲
を

一
層
高
め
る
機
会
と
な

っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
高
校
生
に
小
学
生
の

外
国
語
活
動
の
指
導
者
と
し
て
参
画

し
て
も
ら

つ
た
り
、
中
学
生
が
農
業

や
も

の
づ
く
り
に

つ
い
て
高
校
に

行

っ
て
学
ん
だ
り
と
、
小
中
連
携
の

域
を
超
え
た
異
校
種
間
連
携
に
よ

っ

て
、
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
が
育

ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

(撮影 大野源二郎氏 )

大曲駅を出ると、通りは丸子橋方面に向かって一直線に伸び

ていた。月岡劇場の賑やかな客を呼ぶスピーカーを背に受けて

歩を進めると、左に高柳百貨店。ほどなく丸子橋にさしかかる。

「親柱は大理石で情緒ある橋だった」と、この写真を撮影した

大野源二郎さんは書いている。橋上からの大平山はまさに大曲

のシンボルだった。橋のたもとのヤナギ、今は姿を消している。

1昭

心と心のふれあいのスペース

≧」圧ンロロロ圧
=]L県南―のスペースを誇る大宴会場。

お食事 。お宿泊などを揃えた |

〒014-0015大仙市大曲白金町8-17
TEL 0187-63-1131(イ 鱒 Fax 0187-63-1541

URL:httpi//www7 ocn nejp/～ empire/

Jr大曲商
会 頭

〒014-0027 大仙市大曲通町 8番50号

TEL 0187-62-1262 FAX 0187-62-1265
URL http://www.obako.orip/kaigaisho/

漸
寛

】〓
ロ〈

〓
」橋

工

高
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『ふるさと大曲』第 9号

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
少
子
化
問
題

が
深
刻
化
す
る
中
、　
一
人
の
子
ど
も

に

一
人
の
先
生
が
教
え
、
学
校
で
子

ど
も
を
育
て
る
と
い
う
従
来
の
体
制

か
ら
、　
一
人
の
子
ど
も
に
複
数
の
先

生
が
関
わ
り
、
保
護
者
や
地
域
住
民

と

一
緒
に
な

っ
て
子
ど
も
を
育
て
る

体
制

へ
と
変
革
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。実

際
に
、　
一
学
級
を
二
人
の
教
師

で
指
導
す
る
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
や
、
小
学
校
で
も
特
定
の
教
科
を

専
門
の
教
師
が
指
導
す
る
専
科
教
員

制
や
教
科
担
任
制
が
、
本
市
に
も
浸

透
し
て
き
ま
し
た
。

各
学
校
が
こ
の
よ
う
な
有
益
な
情

報
を
積
極
的
に
発
信
し
、
徐
々
に
で

す
が
地
域
に
開
か
れ
て
き
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
首
都
圏
大
曲
会
か

ら
大
仙
市

の
子
ど
も
た
ち
に
対
し

て
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（平
成
２２
年
５
月
１０
日
記
）

プ
ロ
ジ

エ
ク
ト

小

松

辰

巳

（大
仙
市
企
画
部
長
）

春
の
遅
い
北
東
北
で
す
が
、
寒
気

団
に
覆
わ
れ
た
今
年
は
、
例
年
よ
り

も
格
別
に
開
花
が
遅
れ
た
大
仙
市
の

桜
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
待

ち
か
ね
た
桜
の
季
節
を
よ
う
や
く

迎
え
た
と
思

っ
た
ら
五
月
の
連
休
。

あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去

っ
て
、
燃

え
る
よ
う
な
新
緑
の
季
節
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

首
都
圏
大
曲
会
の
皆
様
に
は
お
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
年
の
春
は
、
寒
暖
の
差
が
激
し

く
、
よ
う
や
く
暖
か
い
日
差
し
を
感

じ
た
と
思

っ
て
も
、
そ
の
翌
日
に
は

冷
た
い
雨
が
降
る
、
そ
ん
な
日
々
を

繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

農
作
業
も
遅
れ
気
味
。
そ
れ
で
も
、

遠
く
望
む
、
ま
だ
雪
を
被

っ
た
鳥
海

山
を
背
景
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
軽
快

な
音
と
と
も
に
代
掻
き
作
業
は
進

み
、
も
う
数
日
後
に
は
田
ん
ぼ

一
面

に
早
苗
が
植
え
ら
れ
、
緑

一
色
の
風

景
と
な
り
ま
す
。

現
状
、
普
天
間
問
題
や
高
速
道
路

の
無
料
化
な
ど
政
策
は
揺
れ
動
い
て

い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
地
方
の
経
済

は
未
だ
厳
し
い
環
境
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
故
郷
の
風
景
は
い
つ
も
と
変

わ
ら
な
い
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、
合
併
後
、
大
仙
市
で
は
住

民
と
の
協
働
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

市
政
運
営
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、

昨
年
度
か
ら
「桜
守
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
大
仙
市
内
の
桜
を
市
民
と

一
緒
に
後
世
に
残
す
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
活
動
の
発
端
は
、
大
曲

か
ら
国
道

一
〇
五
号
を
北
上
し
た
中

仙
地
域
の
桜
の
名
所
で
あ
り
ま
す
八

乙
女
山
の
桜
が
、
テ
ン
グ
ス
病
、
鶯

（う
そ
）
の
食
害
な
ど
に
よ
り
十
分

に
花
を
咲
か
せ
な
く
な

っ
た
こ
と
に

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を
感

じ
た
地
域
住
民
が
立
ち
上
が

っ
て

「
八
乙
女
山
を
守
る
会
」
を
創
り
、

自
分
た
ち
の
手
で
桜
を
守
ろ
う
と
活

動
を
始
め
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て

も
、
大
仙
市
全
市
内
の
桜
を
守
る
活

動
を
事
業
化
し
た
も
の
で
す
。

昨
年
度
、
自
治
会
や
町
内
会
、
造

園
業
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

全
市
内
の
桜
を
調
査
し
、
緊
急
に
手

当
が
必
要
な
桜
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
病

気
の
枝
の
除
去
作
業
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

大
仙
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
「大

仙
市
さ
く
ら
マ
ッ
プ
」
を
公
開
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
こ
の
事
業
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も

の

で
、
今
後
も
内
容
を

一
層
充
実
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
仙
市
役
所
本
庁
舎

（旧
大
曲
市

役
所
）
の
周
り
の
桜
な
ど
、
皆
さ
ん

も
よ
く
ご
存
じ
の
場
所
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
の
で

一
度
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
け
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ

ら

一
つ
ひ
と
つ
は
、
決
し
て
大
き
な

事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
と

一
緒
に
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
大
仙
市

を
守

っ
て
い
き
た
い
、
そ
ん
な
気
持

ち
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

首
都
圏
大
曲
会
の
皆
さ
ま
か
ら
は
こ

れ
か
ら
も
大
仙
市

へ
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（平
成
２２
年
５
月
１４
日
記
）

夏
休
み
の
頃

雀
追
い
小
屋
の
思
い
出

大

釜

茂

暉

（首
都
圏
大
曲
会
会
長
）

六
月
、
水
の
張
ら
れ
た
田
ん
ぼ
の

上
を
瑞
々
し
い
風
が
吹
き
渡

っ
て
、

気
だ
る
い
午
後
の
道
を
歩

い
て
い
る

と
、
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
、
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
と

や
か
ま
し
く
ヨ
シ
キ
リ
が
鳴
い
て
い

た
。
夏
休
み
に
な

っ
た
ら
近
く
の
蔑

原

（よ
し
は
ら
）

へ
行
行
子

（ぎ
ょ

う
ぎ
ょ
う
し
）
の
巣
を
探
し
に
行
こ

う
と
友
だ
ち
と
話
し
合

い
な
が
ら
、

学
校
帰
り
に
通

っ
た
道
。
車
社
会
の

今
は
誰
も
通
ら
な
い
。

遠
く
の
森
で
カ
ッ
コ
ウ
が
鳴
い
て

い
る
。
梅
雨
空
の
下
で
、
カ
ッ
コ
ウ

の
鳴
き
声
は
何
故
か
も
の
悲
し
い
。

″
憂
き
我
を
さ
び
し
が
ら
せ
よ
閑
古

鳥

（か
ん
こ
ど
り
×

と
詠
ん
だ
の

は
松
尾
芭
蕉
だ

っ
た
。

東
山
に
残
る
雪
形
が
、
種
ま
き
爺

さ
ん
の
姿
に
見
え
て
く
る
と
本
格
的

桜烹
キき1:

旬の秋田が高輪に。

京急本線品川駅 」R品川駅 高輪口 徒歩3分

東京都港区高輪4丁 目10-8京急第7ビル

ウィング高輪WEST― Ⅲ l階
丁EL 03… 5447-1010 http://www.akita… bisalkan.ipノ

お恙aが
な館

Dining&Shopping

ダfニング
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な
農
繁
期
が
訪
れ
る
。

◇

夏
休
み
は
春
に
撒
い
た
馬
鈴
薯
収

穫
の
時
期
で
も
あ
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
家
庭
の
わ
が
家
は
本
物
の
農
家
と

は
違

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
裏
庭
は
畠

で
、
父
は
馬
鈴
薯
を
１０
畝
近
く
も
植

え
て
い
た
。
秋
田
市
は
町
場
育
ち
の

母
は
畠
作
業
が
苦
手
で
、
種
撒
き
ど

き
の
堆
肥
を
素
手
で
は
出
来
ず
、
割

り
箸
を
使

っ
て
い
た
と
か
で
笑
わ
れ

て
い
た
が
、
そ
ん
な
母
も
交
え
て
子

ど
も
た
ち
の
馬
鈴
薯
収
穫
は
大
賑
や

か
。
素
人
の
畠
と
は
い
え
結
構
立
派

な
芋
が
出
来
、
大
き
な
バ
ケ
ツ
を
引

き
ず
り
な
が
ら
、
掘
り
出
さ
れ
た
芋

を
拾
い
集
め
る
妹
や
弟
た
ち
も

一
人

前
の
働
き
手
だ
。
芋
と

一
緒
に
出
て

く
る
大
き
な
ミ
ミ
ズ
に
逃
げ
腰
に
な

り
な
が
ら
、
両
親
と
と
も
に
過
ご
す

時
間
の
楽
し
さ
と
安
堵
感
。
年
に
二

回
収
穫
で
き
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
二

度
芋
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

◇

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
収
穫
さ
れ
た
後
の

畠
に
は
大
根
が
撒
か
れ
る
。

地
中
に
深
く
伸
び
る
大
根
畠
は
、

畝
を
高
く
盛
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
盛
り
上
げ
た
土
は
手
頃
な
板

で
叩
い
て
固
め
、
畝
の
崩
れ
を
防
ぐ
。

そ
の
て
っ
ぺ
ん
に
肥
や
し
用
の
穴
を

空
け
、
隣
に
大
根
の
種
を
二
～
三
粒

ず

つ
蒔
い
て
い
く
。

三
～
四
日
で
芽
が
出
て
く
る
が
、

こ
れ
が
雀
な
ど
に
狙
わ
れ
る
。
そ
こ

で
子
ど
も
た
ち
は
畠
の
傍
に
雀
追
い

の
小
屋
を
造
る
。
葦
の
葉
や
杉
の
葉

な
ど
で
屋
根
を
葺
い
た
仮
の
掘

っ
建

て
小
屋
は
、
夏
休
み
中
の
子
ど
も
た

ち
の
冒
険
基
地
。
当
然
夏
休
み
中
の

一
時
は
こ
こ
で
過
ご
し
、
近
所
の
悪

ガ
キ
ど
も
も
集
ま

っ
て
こ
れ
が
何
と

も
楽
し
か

っ
た
。

親
の
許
可
も
得
ず
に
そ
こ
か
ら
川

へ
泳
ぎ
に
行

っ
た
り
、
友
人
の
家
の

瓜
畠
か
ら
、
熟
れ
た
瓜
を
失
敬
し
て

き
て
は
み
ん
な
で
食
べ
た
り
。
溜

ま

っ
て
い
た

『夏
休
み
の
友
』
な
ど

も
、
何
が

「友
」
だ
―
な
ど
と
小
言

を
言

い
な
が
ら

一
気
に
仕
上
げ
た

り
。
そ
こ
は
ま
さ
に
夏
休
み
の
時
期
、

子
ど
も
た
ち
の
大
本
営
的
か

つ
前
線

基
地
で
も
あ

っ
た
。

懐
か
し
い
少
年
時
代

の
、
あ
の
夏

の
日
の

一
コ
マ

一
コ
マ
。
は
し
ゃ
ぎ

回
る
甲
高

い
子
ど
も
た
ち

の
声
が
、

今
も
耳
に
残
る
。
あ
れ
は
何
年
前

の

夏

の
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

見
覚
え
は
あ
り
．ま
一せ
一ん
か☆☆☆☆ 内小友字大島出身 ☆☆☆☆

佐々木久さんが探しています

「
昭
和
二
十
二
年
七
月
初
旬
の
こ
と
、

大
山
の
大
盛
橋
の
た
も
と
で
写
し
た
も

の
で
す
」
―
　
今
年
二
月
、
「
東
京

で

大
曲
の
花
火
を
観
る
会
」
に
参
加
し
た

佐
々
木
久
さ
ん
（内
小
友
字
大
島
出
身
）

が
、
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

当
時
佐

々
木
さ
ん
は
２２
歳

の
青
年
。

職
探
し
の
た
め
大
曲
職
安
に
通

っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
日
の
帰
り
、
大
盛
橋
の
付
近
で

町
の
風
景
を
撮

っ
て
い
る
と
、
学
校
帰

り

の
児
童
た
ち
に
出
逢

い
、
写
真
を

撮

っ
て
や
り
ま
し
た
。
（上
の
写
真
）

こ
の
日
佐
々
木
さ
ん
は
千
葉
の
川
崎

製
鉄
所
、
現
在

の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
に

就
職
が
き
ま

っ
た
最
良
の
日
。
程
な
く

千
葉
市
に
来
て
し
ま
い
、
あ
の
子
ど
も

達
に
逢
う

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
写
真

の
こ
と
は
ず

っ
と

気
に
な

っ
て
い
た
の
で
す
。
　

数
年
前

首
都
圏
大
曲
会
に
入
会
し
ま
し
た
が
、

『
ふ
る
さ
と
大
曲
』

で
消
息
を

つ
か
め

な
い
か
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
あ
の

一

人
ひ
と
り
に
こ
の
写
真
を
送

っ
て
あ
げ

た

い
の
で
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、

大
曲
会
事
務
局

（』
０
３
１
５
２
１
３
１

２
０
２
８
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

URL http:/′ /www nyuto onsenkyo com

自然の恵みに包まれ、満ち

秘境温泉 神秘の,

〒014-120 1仙 北市田沢湖

黒 湯
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大仙市
‐
誕生51周年記念式典■|‐ ■ ||‐ ■■3月 22‐日

「市民と協働による地域づくりを推進して来た」と
挨拶をする栗林次美市長

夢のある■園交流都市ヘ

大曲市民会館大ホール 850名が参加

「おおきなせなかに一夢を乗せ未来に羽ばたく元気なまち」

大仙市が誕生して今年5年 目を迎えました。大仙市では誕生

5周年を祝い、今年3月 22日 、大山市民会館 。大ホールで、

市民の代表約850人がつどい盛大な記念式典を挙行しました。

旧
大
山
市
と
周
辺
７
町
村
が
合
併

し
て
大
仙
市
が
誕
生
し
た
の
は
、
今

か
ら
五
年
前

の
平
成
十
七
年
二
月

二
十
二
日
で
し
た
。

ま
さ
に

「地
方
の
時
代
」
が
標
榜

さ
れ
、
そ
の
動
き
が

「平
成
の
大
合

併
」
な
ど
と
い
う
か
け
声
と
と
も
に

奔
流
の
如
く
走
り
出
し
た
時
代
で
し

た
。
財
政
の
基
盤
強
化
や
地
域
生
活

の
実
態
に
即
し
た
行
政
の
運
営
を
図

る
た
め
に
、
こ
の
流
れ
は
全
国
に
波

及
し
、
こ
の
国
を
大
き
な
う
ね
り
の

中
に
巻
き
込
ん
で
行

っ
た
の
で
す
。

早
く
も
あ
れ
か
ら
五
年
が
経
ち
ま

し
た
。
私
た
ち
の
大
山
市
も
大
仙
市

と
い
う
新
し
い
名
の
も
と
に
、
地
域

八
市
町
村
の
結
集
の
も
と
、
数
々
の

課
題
や
問
題
点
を
乗
り
越
え
、
行
政
、

市
民

一
体
と
な

っ
て
努
力
を
重
ね
今

日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
◆
◇

栗
林
市
長

「地
域
の
声
が

行
政
に
届
く
仕
組
み
に
」

栗
林
市
長
は

「大
仙
市
誕
生
五
周

年
記
念
式
典
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
あ
い

さ

つ
の
中
で
、
『
こ
の
五
年
間
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

標
ぼ
う
し
、
地
域
自
治
区
ご
と
に
設

置
し
た
地
域
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て

地
域
の
声
が
行
政
に
届
く
仕
組
み
の

確
立
に
務
め
る
と
と
も
に
、
地
域
枠

予
算
の
創
設
な
ど
に
よ
り
市
民

一
体

と
な

っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

そ
し
て
ま
た
、
平
成
十
八
年
三
月

に
は
市
政
運
営
の
基
本
と
な
る
総
合

計
画
を
策
定
し
、
将
来
都
市
像
に
掲

げ
た

「人
が
活
き
人
が
集
う
夢
の
あ

る
田
園
都
市
」
の
実
現
に
向
け
た
諸

施
策
や
事
業
を
進
め
て
き
て
い
る
』

と
、
こ
の
間
の
市
民
を
は
じ
め
各
関

係
者
の
理
解
と
協
力
に
感
謝
の
意
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

式
典
は
、
誕
生
し
た
月
日
を
同
じ

く
す
る
今
年
の
三
月
二
十
二
日
、
大

山
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
式
典
に
参
加
し
た

市
民
の
代
表
は
約
人
百
五
十
人
、
大

ホ
ー
ル
の

一
階
か
ら
三
階
ま
で
、
び

っ
し
り
と
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

祝賀ノヽ一ティーで高らかに祝杯をあげる参加者たち (於 大山エンパイアホテル)
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大
仙
市
誕
生
５
周
年
式

典
は
、
市
民
の
代
表
約

八
百
五
十
名
が
出
席
し

て
、
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
た ■

藤
諄
”
一

ぐ

．．．

き
，

◇
◆
◇

祝
祭
日
弦
楽
五
重
奏
で

厳
粛
に
オ
ー
プ

ニ
ン
グ

式
典
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
、
「
祝
祭

日
弦
楽
五
重
奏
団
」
に
よ
る
歓
迎
演

奏
の
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
幕
を
切

っ
て
落
と
し
ま
し
た
。
司
会
は
若
い

町
ら
し
く
、
大
曲
高
校
放
送
部
の
女

子
生
徒
が
明
る
く
務
め
ま
し
た
。

栗
林
次
美
市
長
、
児
玉
裕

一
大
仙

市
議
会
議
長
な
ら
び
に
来
賓
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。
栗
林
市
長
は
こ
の

日
の
祝
辞
で
、
「
市
民

一
人
ひ
と
り

が
誇
り
を
も
て
る
地
域
の
創
造
に
向

け
た
施
策
を
計
画
的
に
進
め
な
が
ら

大
仙
市
の
基
盤
を
つ
く
り
上
げ
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
郷
土
を
未

来
に
残
し
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後

の
展
望
に
言
及
し
ま
し
た
。

粛
々
と
会
は
進
め
ら
れ
、
引
き
続

き
合
併
の
推
進
に
ご
苦
労
を
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
基
礎
固
め
に
功

績

の
あ

っ
た
大
山
市
市
長
高
橋
司

氏
、
前
大
山
商
工
会
議
所
会
頭
高
柳

恭
侑
氏
な
ど
二
十
二
名
の
方
々
を
表

彰
す
る
と
と
も
に
、
市
政
の
推
進
に

協
力
し
、
他
の
模
範
と
な
る
貢
献
を

し
た
七
個
人

・
二
事
業
所
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
広
く
市
民

に
親
し
ま
れ
、
市
の
名
声
を
高
め
た

と
し
て
大
仙
市
刈
和
野
在
住
の
俳
優

柳
葉
敏
郎
氏
、
大
仙
市
太
田
出
身
の

日
本
民
謡
協
会
理
事
佐
々
木
貞
勝
氏

の
二
人
に
大
仙
市
民
賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

◇
◆
◇

力
強
く
崇
高
に

大
仙
市
民
憲
章
を
披
露

こ
の
日
大
仙
市
は
、
市
の

一
体
性

と
市
民
の

一
体
感
推
進
を
目
的
に
制

定
を
進
め
て
い
た
「大
仙
市
民
憲
章
」

（９
頁
）
を
披
露
し
ま
し
た
。
市
民

一
人
ひ
と
り
が
誇
り
と
責
任
を
自
覚

し
、
そ
の
歴
史
を
尊
び
、
伝
統
に
学

つかさ

司 さん

元大山市長

高 橋

:辣蝙 難
前大山商工会議所会頭

高 柳 恭 侑 さん

六fdl市功績者を表彰
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祝杯発声の音頭は首都圏大曲会が務めた

乾杯に先立ち祝辞を述べる大釜茂障会長

学
力
日
本

一
の
若
い
力
を
町
づ
く
り
に
１

ぶ
と
と
も
に
文
化
の
花
咲
く
ま
ち
を

み
ん
な
で
つ
く

っ
て
行
こ
う
と
、
崇

高
に
謳
い
あ
げ
た
も
の
で
す
。

続
い
て
映
像
を
使

っ
て
過
去
五
年

間
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
大

仙
市
混
成
合
唱
団
に
よ
る
お
祝
い
の

歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
″緑

あ
ふ
れ
る
こ
の
大
地
～
ク
と
大
仙
市

民
の
歌
「夢
、
」ゝ
の
大
地
」
を
合
唱
し
、

め
で
た
く
記
念
式
典
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
式
共
に
は
大
仙
市
各
ふ
る
さ

と
会
か
ら
、
ふ
る
さ
と
南
外
の
会
相

馬
敬
二
会
長
、
東
京
嶽
友
会
神
宮
滋

会
長
、
首
都
圏
に
し
せ
ん
ぼ
く
会
黒

川
晴
生
会
長
、
仙
北
町
ふ
る
さ
と
会

小
松

一
彦
幹
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

◇
◆
◇

賑
や
か
に
、
盛
大
に

受
賞
者
を
囲
む
祝
賀
会

夕
方
五
時
十
五
分
か
ら
大
曲

エ
ン

パ
イ
ア
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
「
大
仙

市
誕
生
五
周
年
記
念
　
受
賞
者
を
囲

む
祝
賀
会
」
が
、
参
加
者
三
百
名
の

も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
は
各
受
賞
者
を
は
じ

め
、
栗
林
市
長
な
ど
大
仙
市
関
係
者
、

堀
井
啓

一
秋
田
県
副
知
事
、
県
南
地

区
選
出
の
衆
参
両
議
院
議
員
、
県
会

議
員
な
ど
が
出
席
し
て
盛
大
に
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
開
催
の
乾
杯
発
声
に
は
首

都
圏
大
曲
会
が
指
名
さ
れ
、
大
釜
会

長
が
乾
杯
の
音
頭
を
取
り
ま
し
た
。

な
お
乾
杯
に
先
立
ち
大
釜
会
長
は
、

首
都
圏
大
曲
会
に
対
す
る
市
民
並
び

に
市
役
所
か
ら
の
日
頃
の
ご
支
援
を

感
謝
し
、
加
え
て
平
成
十
八
年
度
か

ら
連
続
で
学
力
日
本

一
の
栄
誉
あ
る

地
位
を
確
保
す
る
秋
田
県
、
特
に
大

仙
地
区
の
学
力
の
高
さ
を
称
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
各
学
校
と
と
も
に
地
域

社
会
が

一
体
と
な

っ
て
努
力
し
た
成

果
で
あ
り
、
そ
れ
ら
若
い
力
が
大
仙

市
の
将
来
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
な
り
ま
す
。

祝
賀
会
で
は
民
謡
や
踊
り
の
披
露

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
出
席
者
の

懇
親
と
と
も
に
お
祝
い
ム
ー
ド

一
色

の
中
で
、
午
後
七
時
過
ぎ
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

大
曲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
埋
め
た

出
席
者
。
１
階
か
ら
３
階
ま
で
を
埋

め
尽
く
し
て
誕
生
５
周
年
を
祝
っ
た

大仙市民憲章

わた くしたちのまち大仙市は、豊かな自然 と広大

な田園に囲まれ、先人のたゆまぬ努力によって栄え

てきた歴史あるまちです。

わた くしたちは、この貴重な遺産や自然の恵みに

感謝 し、市民一人ひとりが誇 りと責任 を持って、い

きいきと暮 らせる100年都市をめざして、ここに市

民憲章を定めます。

自分を高め 心を寄せ合い

ぬくもりのあるまちをつくります

一 ふるさとを愛 し 緑の山河を守 り

美 しいまちをつ くります

きまりを大切に 力を合わせ

みんなで働 くまちをつ くります

一 健康に努め 家族を思いや り

笑顔の輝 くまちをつ くります

歴史を見つめ 伝統に学び

文化の花咲 くまちをつ くります

平成22年 3月 22日 制定
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夏
の
夜
空
を
極
彩
色
に
染
め
な
が
ら
優

雅
に
演
出
す
る
花
火
。
私
た
ち
の
ふ
る
さ

と
大
曲
は
、
日
本

一
の
花
火
大
会
を
開
催

す
る
町
と
し
て
、
今
や
全
国
ど
こ
へ
行

っ

て
も
知
ら
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ

け
に
夏
に
は
花
火
見
物
で
帰
省
す
る
人
も

多
く
、
今
で
は
大
曲
の
市
街
地
は
も
ち
ろ

ん
、
大
仙
市
民
こ
ぞ

っ
て
の
お
祭
り
と
し

て
沸
き
立
つ
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
仕
事
の
関
係
な
ど
で
わ
ざ
わ

ざ
故
郷
に
帰

っ
て
花
火
見
物
の
で
き
な
い

人
も
い
て
、
首
都
圏
大
曲
会
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
も
い
い
か
ら
東
京
で
大
山
の
花
火
を
観

る
会
を
開
け
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
会
員
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
大
曲

の
花
火
は
有
名
だ
が
、
な
か
な
か
大
曲
ま

で
は
行
け
な
い
の
で
残
念
に
思

っ
て
い
る

と
、
会
員
外
の
人
か
ら
の
声
も
あ
り
ま
し

た
。
毎
年
の
首
都
圏
大
曲
会
総
会
開
催
の

ト
ッ
プ
を
飾

っ
て
映
し
出
さ
れ
る

「大
曲

の
花
火
」
が
、
ふ
る
さ
と
を
偲
ぶ
き

っ
か

け
と
も
な
つ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
熱
い
思
い
が
盛
り
上
が
り
、
「大

曲
の
花
火
を
東
京
で
観
る
会
」
は
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

主 催

首都圏大曲会「東京で大山の花火を観る会」開会挨拶をする大釜会長 (右は総合司会担当の大友副会長)

「大
曲
の
花
火
を
東
京
で
観
る
会
」

は
今
年
二
月
十

一
日
、
建
国
記
念
の

日
、
東
京

・
市
ヶ
谷
の
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷

（私
学
会
館
）
で
、
午
後

一
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
首
都

圏
大
曲
会
と
し
て
初
め
て
の
企
画
で

す
か
ら
、
会
員
か
ら
の
声
は
か
か

っ

て
い
て
も
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
参
加

し
て
く
れ
る
か

一
抹
の
不
安
は
あ
り

ま
し
た
。

企
画
の
進
行
の
当
た

っ
て
は
数
回

に
わ
た
り
三
役
会
を
開
催
し
、
大
仙

市
役
所
や
大
山
商
工
会
議
所
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
大
曲
花
火
倶
楽
部
に
も
協
力

を
求
め
、
少
し
で
も
雰
囲
気
を
本
番

の
花
火
大
会
に
近
づ
け
よ
う
と
試
み

ま
し
た
。

「大由の花火」の映像を見ながら思い出話しも盛り上がる

花
火
の
日
の
思
い
出
は
誰
も
が
楽
し
さ
イ
ツ
パ
イ

大
仙
市
企
画
部
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
大

曲
図
書
館
か
ら
の
借
り
出
し
を
お
願

い
し
、
商
工
会
議
所
か
ら
は
大
会
の

公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
在
庫
分
ご
提
供

頂
き
ま
し
た
。
大
曲
花
火
倶
楽
部
は

特
製
の

「
大
仙
花
火
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
参
加
人
数
分
を
提
供
し
て
く
だ
さ

り
、
こ
こ
に
至

っ
て
開
催
の
気
運
大

い
に
盛
り
上
が
る
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ

た
も
の
で
す
。

「大
山
の
納
豆
汁
」を
歌
う

夢
次
郎
さ
ん
も
特
別
参
加

そ
し
て
ま
た
嬉
し
い
こ
と
に
は
、

昨
年
天
童
市
で
開
催
さ
れ
た

「
平
成

鍋
合
戦
」
で
、
大
山
商
工
会
議
所
青

年
部
が
見
事
優
勝
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
し
た

「大
曲
の
納
豆
汁
」
に
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因
ん
で
発
表
さ
れ
た
「納
豆
汁
音
頭
」

を
歌
う
、
夢
次
郎
こ
と
佐
々
木
正

一

さ
ん
が
、
わ
ざ
わ
ざ
大
曲
か
ら
囃
し

手
の
高
橋
博
子
さ
ん
と

一
緒
に
参
加

し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

結
局
今
回
花
火
を
観
る
会
に
は
、

こ
よ
な
く
大
曲

の
花
火
を
愛
す
る

人
々
や
、
た
と
え
大
曲
出
身
で
は
な

く
て
も
、　
一
度
大
曲
に
行

っ
て
み
た

い
と
思

っ
て
い
た
人
な
ど
四
十
数
名

が
参
加
し
予
期
以
上
の
盛
会
で
し
た
。

開
催
日
の
二
月
十

一
日
は
建
国
記

念
の
日
。
会
場
の
あ
る
市
ヶ
谷
は
靖

国
神
社
に
近
く
、
朝
か
ら
参
拝
客
や

街
宣
車
な
ど
で
随
分
賑
や
か
な

一
日

で
し
た
。
首
都
圏
大
曲
会
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
初
め
て
の
企
画
だ

っ
た
だ

け
に
、
担
当
の
幹
事
た
ち
も
九
時
に

は
集
合
し
て
準
備
に
と
り
か
か
る
張

り
切
り
よ

つヽ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

調
子
を
整
え
た
り
、
大
曲
花
火
倶
楽

部
か
ら
の
「大
曲
の
花
火

一
〇
〇
年
」

の
ポ
ス
タ
ー
を
貼

っ
た
り
。
わ
が
郷

土
自
慢
の
花
火
大
会
を
東
京
で
観
よ

う
と
い
う
粋
な
試
み
は
、
早
く
も
ブ

レ
ー
ク
し
た
感
じ
で
し
た
。

弁
当
広
げ
、酒
酌
み
交
わ
し

感
覚
は
桟
敷
見
物
気
分

‐２
時
２０
分
か
ら
受
付
開
始
。
花
火

見
物
に
集
ま

っ
て
き
た
人
た
ち
は
開

始
を
告
げ
る
午
後

一
時
ま
で
、
特
製

の
花
火
弁
当
に
日
本
酒
や
ビ
ー
ル
を

前
に
待

つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
は
や
ば
や

と
出
来
上
が

っ
て
い

る
人
も
ち
ら
ほ
ら
出

て
、
花
火
見
物
気
分

は
徐

々
に
盛
り
上

っ

て
い
き
ま
し
た
。

午

後

一
時
、
「
今

や
世
界
に
名
立
た
る

大
曲

の
花
火
。
私
た

ち

首

都

圏

大

曲

会

は
、
そ

の
花
火
を
Ｄ

Ｖ
Ｄ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
東
京

で
観
る
会

を
企
画
し
、

こ
ん
な

に
大
勢

の
観
客
に
集

ま

っ
て
頂

い
た
と
こ

ろ
で
、
大
曲

の
意
気
を

大

い
に
示
し
た

い
」
と

大
釜
茂
埠
会
長

の
歓
迎

の
挨
拶
。
続

い
て
大
仙

勢
い
よ
く
上
が
る
花
火
に
は
惜
し

げ
も
な
く
拍
手
が
沸
き
、
椅
子
の
下

か
ら
響
い
て
く
る
す
さ
ま
じ
い
ば
か

り
の
音
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
り
、

大
山
で
過
ご
し
た
頃
の
夏
の
風
情
を

心
行
く
ま
で
味
わ

つ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
夏
の
大
会
提
供
花
火
は

「武

士
道
」
で
し
た
が
、
派
手
さ
を
抑
え

た
深
み
の
あ
る
配
色
の
花
火
は
一象
華

で
、
さ
す
が
に
伝
統
を
誇
る
大
曲
の

花
火
の
品
格
す
ら
も
感
じ
て
、
こ
の

日
も
や
ん
や
の
拍
手
と
賞
賛
を
呼
ん

で
い
ま
し
た
。

花
火
鑑
賞
後
は

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
炎
上

約

一
時
間
に
ま
と
め
ら
れ
た
花
火

鑑
賞
の
後
は
、
大
仙
市
か
ら
参
加
し

て
く
れ
た
夢
次
郎
こ
と
佐
々
木
正

一

さ
ん
の
歌
と
、
高
橋
博
子
さ
ん
の
囃

し
に
よ
る

「
納
豆
汁
音
頭
」
「
ナ
ー

ト
セ

。
ロ
ッ
ク
音
頭
」
の
披
露
が
あ

り
ま
し
た
。
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗

っ

て
夢
次
郎
さ
ん
が
歌
う
と
、
観
客
の

身
体
も
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
揺
れ
て

い
ま
す
。
な
じ
み
の
納
豆
が
大
曲
出

身
者
に
元
気
を
与
え
、
ま
さ
に
食
欲

を
そ
そ
る

「納
豆
汁
音
頭
」
で
し
た
。

そ
し
て
そ
の
後
は
、
賑
や
か
に
カ

ラ
オ
ケ
大
会
に
移
り
ま
し
た
。
秋
田

人
は
い
い
声
を
し
て
い
る
と
は
よ
く

言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
大

曲
出
身
者
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま

る
よ
う
で
す
。
当
初
は
何
人
が
歌

っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
幹
事
も
心
配

で
し
た
が
、
そ
ん
な
心
配
は
さ
ら
さ

ら
な
く
、
歌
う
希
望
者
は
後
か
ら
後

か
ら
続
い
て
、
そ
れ
が
み
ん
な
上
手

と
き
た
も
の
で
す
か
ら
、
会
場
の
従

業
員
も
し
ん
み
り
聞
き
ほ
れ
る
ほ

ど
。
歌
謡
曲
あ
り
民
謡
あ
り
、
バ
ラ

エ
テ
イ
ー
に
富
ん
だ
歌
に
ダ
ン
ス
ま

で
飛
び
出
す
陽
気
さ
で
し
た
。

次
回
の
「花
火
を
観
る
会
」は

よ
り
工
夫
を
加
え
て
盛
大
に

今
年
大
曲
の
花
火
は

一
〇
〇
年
を

迎
え
意
気
大

い
に
上
が
り
ま
す
が
、

来
年
二
月
の

「東
京
で
大
曲
の
花
火

を
観
る
会
」
の
開
催
に
当
た

っ
て
は
、

も

っ
と
広
い
会
場
で
、
も

っ
と
時
間

た

っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
て
欲
し
い
と

い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
は
来
年
二
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
内
容
を
よ

く
吟
味
し
、
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
大

曲
を
偲
ぶ
楽
し
い
会
を
企
画
し
よ
う

と
幹
事
会
で
は
話
し
合

っ
て
い
ま
す
。

大
山
の
納
豆
汁
で
知
ら
れ
る

「納
豆
音
頭
」
を
歌
う
夢
次
郎

こ
と
佐
々
木
正

一
さ
ん
と
囃
し
手
　
高
橋
博
子
さ
ん
の
熱
唱

大
仙
市
役
所
か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
企
画
部
長

小
松
辰
巳
さ
ん
を
囲
み
、
大
山
の
近
況
を
聞
く
人
も

ビールを注いでもらつて

花火を肴に話しがはずむ

-11-
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8月 28日 雄物川河畔

感
謝

・
祝

・
未
来
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

そ
し
て
実
行
委
員
会
が
観
客
の
み

な
さ
ま
に
贈
る

「
大
会
提
供
」
は
、

こ
の
大
会
の
目
玉
で
す
。
幅
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
を
使
い
約
七
分
間
打
ち
上

げ
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は
七
月
の
記
者

会
見
で
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
内
容
は

当
日
ま
で
オ
フ
レ
コ
で
す
。
今
年
は

そ
の
他
に

一
〇
〇
年
記
念
特
別
番
組

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昼
の
部

・
夜
の
部
と
も
に
、
観
客

の
み
な
さ
ん
に

一
〇
〇
年
の
感
謝
を

こ
め
て
打
ち
上
げ
ま
す
。
数
々
の
企

画
も
最
終
段
階
に
入
り
ま
し
た
が
、

間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。
首
都
圏
大

曲
会

の
み
な
さ
ん
と
は
当
日
会
場

で
、
と
も
に
感
動
を
共
有
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
大
曲

の
花
火

一
〇
〇

年
」
の
大
会
が
迫

っ
て
き

ま

し

た
。

コ
ン
セ
プ

ト

は

「
感

謝

」
「
祝

」
「
未

来
」
で
す
。
日
本

一
の
花

火
に
育
て
た
先
人
に
感
謝

し
、
市
民
、
全
国

の
大
曲

花
火

フ

ア
ン
と

共

に
祝

い
、
未
来
の
大
山

の
花
火

に
向
か

っ
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

す
で
に

一
月

一
日
、
大
曲
駅
舎
に

「
大
曲
の
花
火

　

一
〇
〇
年
」
の
歓

迎
幕
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
商
店

街
を
は
じ
め
市
内
の
各
所
に

一
〇
〇

年
の
昇
り
旗
が
立
ち
、
花
火
大
会
が

近
づ
い
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
花
火
フ
エ
ス
タ
実
行
委
員

会
は

一
年
を
通
し
て

一
〇
〇
年
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
毎
月
花
火
を
打
ち
上

げ
る

「花
火
博
覧
会
２
０
１
０
」
を

こ日    ☆ 十 月 七 会 観 シ 企

賢

木

新

悦

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
曲
花
火
倶
楽
部
会
長
）

鷲議鸞鑢:滅‡‡‡贔麓鐵∬
グランドパレス川端
山 の 手 ホ テ ル
フ オー シ ー ズ ン

プ31劣 ;掌ヱ発ス『フォンスト』
葬儀専用施設『塁薦 彰  庵」l

葬祭 『アデュー』
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『ふるさと大曲』第9号

ふるさと納税

大
仙
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

寄
附
金
額

県
内
第

一
位
を
達
成

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
ス
タ

ー
ト
し
て
今
年
は
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
大
仙
市
出
身
者
の
ふ

る
さ
と

へ
の
思
い
は
熱
く
、
平
成
２‐
年
度
の
寄
附
金
額
は
六
四
人

万
三
千
円
に
達
し
、
秋
田
県
内
で
堂
々
第

一
位
を
記
録
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
私
た

ち
が
国
民
の
義
務
と
し
て
納
め
て

い
る

「税
金
」
と
は
ま

っ
た
く
趣

旨
が
違
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

一一一くつヽ一び一結に農
興

一
万

一の

T人|ひと|りの1善1意|が■

ふ
―
る|ざと

大
仙
市
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
た
、　
一
種
の
寄
附
金
に
相
等

す
る
制
度
で
す
。

即
ち
現
在
大
仙
市
に
住
ん
で
い

な
く
て
も
、
額
の
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
、
自
分
た
ち
の
善
意
が
結
集

さ
れ
て
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
寄
与

し
た
い
と
考
え
る
方
々
に
は
最
適

の
制
度
で
す
。

昨
年
度
、
こ
の
制
度
に
よ
る
秋

田
県
内
各
自
治
体
が
受
け
た
寄

附
金

の
状
況
は
、
右

の

一
覧
表

で
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
金
額

の

六
四
人
万
三
千
円
は
県
内
第

一

位
、
件
数
４５
人
は
第
四
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
る
も
の
で
す
。

大
仙
市
で
は
こ
れ
ら
寄
附
金
を

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
「
大

仙
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
」

を
制
定
し
、
平
成
２２
年
以
降
、
こ

「ふるさと納税制度について」のバンフレットより (大仙市出身男鹿和雄さんの作品)

秋田県内の自治体の寄付の状況 (21年度 )

市町村名 寄付金額 円 ) 件数

大 仙 市 6,483,000 位) 45(4だ2)

仙 北 市 4,312,000 2位 ) 23(10イ立)

由利本荘市 3,873,000 3位 ) 87(2召2)

横 手 市 3,806.080 4位 ) 39(7だ2)

湯 沢 市 3,743,000 5位 ) 38(8仁2)

の
条
例
の
趣
旨
に
沿

つ
た
事
業
に

使
用
す
べ
く
、
慎
重
に
検
討
し
、

大
切
に
活
用
し
た
い
と
話
し
て
い

ま
す
。

観
光

　
。
「
大
曲
の
花
火
」
に
関

す
る
運
営
の
充
実
　
。
歴
史
遺
産

の
整
備
　
観
光
物
産
の
充
実
各
項

目
高
齢
者
福
祉
　
。
医
療
施
設
の

充
実
高
齢
者

の
移
動
手
段

の
確

保

・
雪
対
策
の
充
実

自
然
環
境

　
・
道
路
や
河
川
な
ど

の
清
掃
の
充
実

。
河
川
に
つ
い
て

学
習
す
る
環
境
の
整
備

・
休
耕
田

の
活
用
な
ど
原
風
景
の
維
持

子
育
て
教
育

　
。
育
児
支
援
拠
点

の
充
実
　
。
子
育
て
に
た
い
す
る

経
済
負
担
の
軽
減

　
。
心
豊
か
な

人
材
の
育
成
に
役
立
て
る

①
郵
便
振
替

②
市
指
定
金
融
機
関

へ
振
込
み

③
前
記
以
外
の
金
融
機
関
か
ら
の

振
込
み

④
市
役
所
窓
回

（総
合
政
策
課
）

へ
直
接

※
詳
細
は
、
電
話
〇

一
人
七
―

（六
三
）

一
一
一
一

（代
表
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大な畿爾蜆覇

と進燎てみ

蝙鋏1妙

磯警
撃ン・釉鰺貪畿糠木豊社

歌爾興大儀欝六鰺轟糠字大爆80-3

軍震饂(G壌 参7)睫や機な機罐漑
『

AX66…319璃

‐■ ■
= 

ヽ

|(|||:|::ヽ .,11
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し
撮
影

。
藤
　
田

●
■
写
■
●
●

一・・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一， 一一一一一一一一一一一一一一一一一膠

一難
饉
暉
〓
〓
職
一一一一一慶
鞣
雛

一●
■
一
●
颯
●
●
●
一
一

丸子橋にしんじんと

降る雪に、襟巻きを

したような女人像が

ひつそり川の流れを

見下ろしていた

古刹大川寺に新雪が降り積もる

大山の綱引きは諏訪神社の神事。

上 (かみ)が勝てば米が安くなり

下 (し も)が勝てば高くなるとか

色鮮やかな梵天の色が白雪に映え、

雄物川の流れの上を渡つていく



『ふるさと大曲』第 9号

花園町鶉町地蔵尊の桜は満開

福住児童公園の枝垂れ桜

丸子川堤防の桜並木

丸子川堤防は爛漫の春

ト

ト

ヤ色
省
に
の

オ

ヤ
ジ

や

っ
て
ま

す

“魚 と 遊 ん で 遊 ば れ て"

東京都江東区新砂 ]丁 目 8番 5号 電話03364064]]代 )F AX03-3644-5832

C)東京水産工業株式会社
代表取締役it長 佐  藤  重  光

ふ
る
さ

と

の

み
な

さ
ん

お
元
気

で
す

か

〒136-0075

お か げ さ ま で
倉J業 45周 年

d∠彗コ:ラlh
21世 紀 ヘ
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大
釜
　
大
曲
は
ど
ち
ら
で
お
生
ま
れ

で
す
か
。

塩
谷
　
昭
和
二
年
、
米
町
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
現
在
は
町
名
が
上
大
町
と

変
わ

っ
て
い
ま
す
。

大
釜
　
そ
の
頃
の
思
い
出
な
ど
を
。

塩
谷
　
家
が
貧
し
か

つ
た
の
で
、
小

さ
い
頃
か
ら
釣
紙
桶
で
水
汲
み
の
手

伝
い
。
雪
合
戦
な
ど
は
背
中
に
弟
を

負
ん
ぶ
し
て
眺
め
て
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し

小
学
校
３
年
生
の
と
き
担
任
の
先
生

か
ら
誉
め
て
も
ら
う
ま
で
は
、
自
分

機 な咆 =参

底晨義

大
曲
を
離
れ
て
幾
星
霜
、
首
都
圏
大
曲
会
の
仲
間
た
ち
は
都
会
の
波

に
揉
ま
れ
な
が
ら
も

一
生
懸
命
頑
張

っ
て
き
ま
し
た
。
今
ふ
と
我
が
来

し
方
を
振
り
返
る
と
き
、
し
み
じ
み
自
ら
の
人
生
の
重
さ
、
充
実
感
に

浸
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
号
で
は
、
切
り
絵
で
町

お
こ
し
に
励
む
塩
谷
良
二
さ
ん
と
、
三
冠
馬
ミ
ス
タ
ー
シ
ー
ビ
ー
を
育

て
た
佐
藤
忠
雄
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
（イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
は
大
釜
会
長
）

学
校
に
入
れ
る
よ
う
説
得
し
て
く
れ

ま
し
た
が
、
親
は
、
家
の
倅
が
そ
ん

な
に
頭
が
良
い
わ
け
が
な
い
と
断

っ

胡り絵て町おこしに励む

谷 _さ ん

で
は
身
に
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
（笑
）

が
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
相
当
の

悪
ガ
キ
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
成
績
も
上
が

っ
て
き
て
、

態
度
も
良
く
な

っ
て
５
年
生
、
６
年

生
で
は
福
級
長
に
な
り
ま
し
た
。
家

庭
訪
間
に
見
え
た
恩
師
が
、
ぜ
ひ
中

松
戸
市
で
開
い
て
い
る
切
り
絵
教
室

て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す

（笑
）

昭
和
八
年
生
ま
れ
の

「昭
八
会
」

〈フ
で
も
活
動
中

大
釜
　
先
生
の
経
験
を
お
持
ち
で
す

ね
。
教
師
経
験
の
思
い
出
な
ど
を
。

塩
谷
　
戦
争
中
の
、
当
時
豆
教
員
と

も
呼
ば
れ
た
準
訓
導
制
度
が
あ
り
、

‐７
歳
に
は
５
年
生
に
教
え
て
い
ま
し

た
。
こ
の
と
き
の
生
徒
は
今
も
毎
年

同
級
会
を
開
い
て
、
「昭
八
会
」
と
い

い
ま
す
が
、
今
年
で
２６
回
を
数
え
ま

す
。
最
近
は
代
々
木
の
キ
ン
グ
ス
ラ

ン
ド
を
会
場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
教
え
子
も
７７
歳
と
な
り
、

恩
師
と
い
う
存
在
も
私

一
人
に
な
り

ま

し
た
。

大
釜
　
東
京
に
は
何
歳
で
…

塩
谷
　
２２
歳
で
し
た
。
大
勢
の
生

徒
た
ち
に
見
送
ら
れ
て
大
曲
駅

を
後
に
し
ま
し
た
。
新
宿
西
日
の

伯
父

の
家
に
厄
介
に
な
り
ま
し

た
が
、
周
り
は
空
襲
の
焼
け
跡
が

広
々
と
残

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
は
鎌
倉
に
移
り
、

３４
歳
の
時
に

現
在
の
松
戸
に
住
み
、
以
後
５０
年
間

こ
の
地
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

松
戸
に
住
ん
で
五
十
年

切
り
絵
で
町
お
こ
し

大
釜
　
切
り
絵
で
町
お
こ
し
を
図

っ

て
い
ま
す
ね
。

塩
谷
　
長
い
問
松
戸
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、
松
戸
を
観
光
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の

が
少
な
い
の
で
す
。
「町
お
こ
し
」
は
、

意
外
と
よ
そ
者
の
ほ
う
が
気
づ
く
も

の
で
す
。
長
い
間
切
り
絵
を
楽
し
ん

で
来
ま
し
た
が
、
特
に
師
匠
の
い
な

い
私
は
、
「
矢
切
の
渡
し
」
や

「
松

戸
神
社
」
な
ど
を
廻

っ
て
は
、
自
分

で
観
光
は
が
き
を
作
り
ま
し
た
。

大
釜
　
切
り
絵
教
室
も
開
い
て
い
る

そ
う
で
す
が
。

塩
谷
　

そヽ
え
、
五
年
ほ
ど
前
は
生
徒

が
３０
人
も

い
ま
し
た
が
、
最
近
は

減

っ
て
き
て
、
そ
れ
で
も
１０
人
ぐ
ら

い
の
方
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
さ
し
て
費
用
も
か
か
ら
な
い
切

り
絵
教
室
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ

五
百
人
以
上
が
学
び
ま
し
た
。

丸
子
橋
か
ら
の
月

（大
曲
）

「野
菊
の
墓
」
文
学
碑

（松
戸
）

矢
切
の
渡
し

（松
戸
）
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大
釜
　
四
ツ
屋
出
身
で
す
ね
。
東
京

へ
は
い
つ
？

佐
藤
　
２０
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
す
。

ミスクーシーじ―を育てた

佐 藤 忠 雄 さん

大
釜
　
ふ
る
さ
と
の
大
曲
に
期
待
し

提
案
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

塩
谷
　
若
い
町
だ
け
に
、
若
い
人
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る

「新
し
い
町
づ

く
り
」
に
期
待
し
ま
す
。
韓
国
映
画

で
有
名
に
な

っ
て
い
る
秋
田
は
、
今

こ
そ
新
し
い
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て

い
ま
す
。

大
釜
　
首
都
圏
大
曲
会
総
会
に
参
加

さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
当
会

へ
の
期
待
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

塩
谷
　

」ゝ
れ
ま
で
何
度
か
参
加
し
て

い
ま
す
。
高
橋
前
市
長
、
栗
林
市
長
、

大
曲
会
前
世
話
人
の
棟
方
さ
ん
と
も

お
目
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
大
山
商

工
会
議
所
前
会
頭
の
高
柳
さ
ん
に
お

会
い
し
た
と
き
、
大
曲
の
観
光
地
元

ビ
ー
ル
を
作
ろ
う
と
、
大
曲
会
幹
事

の
大
川
さ
ん
と

一
緒
に
話
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
現
が
難
し
い

よ
う
で
残
念
に
思

っ
て
い
ま
す
。

大
釜
　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

す
ま
す
ご
精
励
く
だ
さ
い
。

佐
藤
　
は

い
、
シ
ー
ビ
ー
ク
イ

ン

は
、
３
頭
め
か
４
頭
め
に
担
当
し
ま

し
た
。
牝
馬
ら
し
く
神
経
が
細
く
、

ち
ょ
っ
と
荒
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。
食
が
細
く
て
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど

も

一
度
に
は
や
れ
ず
、
少
し
ず

つ
回

数
を
分
け
て
与
え
た
も
の
で
す
。
時

に
は
ハ
チ
ミ
ツ
を
飼
葉
に
混
ぜ
た
り

も
し
ま
し
た
。
困

っ
た
の
は
八
で
し

た
。
質
が
よ
く
な
く
て

。
・
。
蹄
鉄

が
す
ぐ
に
ゆ
る
ん
で
、
装
蹄
師
さ
ん

に
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
相
談
し
、
工
夫

も
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
息
子
の
ミ
ス

タ
ー
シ
ー
ビ
ー
も
同
じ
で
し
た
ね
。

ミ
ス
タ
ー
シ
ー
ビ
ー
は

や
は
り
名
馬
で
し
た

大
釜
　
そ
の
後
厩
舎
は
替
わ
っ
た
？

佐
藤
　
昭
和
５６
年
に
松
山
康
久
先
生

の
厩
舎
に
移
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
出

逢

っ
た
の
が
、
後
に
三
冠
馬
と
な
る

ミ
ス
タ
ー
シ
ー
ビ
ー
で
す
。

大
釜
　
一二
冠
馬
で
す
か
ら
ね
。
す
ご

い
で
す
ね
。
ど
ん
な
馬
で
し
た
か
。

佐
藤
　
母
の
シ
ー
ビ
ー
ク
イ
ン
と
同

じ
よ
う
に
目
が
大
き
く
て
、
神
経
の

鋭

い
と
こ
ろ
も
そ

っ
く
り
で
し
た
。

厩
舎
に
入

っ
た
頃
か
ら
大
入
し
く

て
、
飼
葉
も
心
配
な
こ
と
は
な
く
、

好
物
の
エ
ン
ジ
ン
を
喜
ん
で
食
べ
る

馬
で
し
た
。

レ
ー
ス
の
と
き
は
、
必
ず
私
が
ス

タ
ー
ト
地
点
ま
で
つ
い
て
行
き
ま
し

た
。
心
臓
は
最
高
で
し
た
ね
。
共
同

通
信
杯
４
歳
Ｓ
を
勝

っ
た
と
き
、
こ

れ
は
強
い
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
…
と

思
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
あ
ん
な
に
も
活
躍
し
て
く

れ
る
と
は
。
今
で
も
言
葉
で
は
言
い

表
せ
な
い
気
持
ち
で
す
。

思
い
出
に
残
る
レ
ー
ス
は

や
は
り
菊
花
賞
制
覇

大
釜
　
思
い
出
に
残
る
レ
ー
ス
は
？

佐
藤
　
や
は
り
菊
花
賞
で
す
ね
。
ダ
ー

ビ
ー
を
勝

っ
た
後
、
釘
を
踏
ん
だ
り

夏
風
邪
を
引
い
た
り
。
す

っ
か
り
調

子
を
狂
わ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

十
月
に
な

っ
て
栗
東
で
調
教
を
積
ん

だ
の
で
し
た
が
、
京
都
新
聞
社
杯
で

は
４
着
。
し
か
も
大
き
く
離
さ
れ
て
。

こ
れ
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
で
す
か

ら
菊
花
賞
の
前
に
は
縁
起
を
か
つ
い

で
勝
田
駅
の
入
場
券
を
買

っ
た
り

（笑
）
神
社

へ
お
参
り
も
し
ま
し
た
。

私
に
と

っ
て
は
、
そ
れ
だ
け
に
思
い

出
に
残
る
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

大
釜
　
佐
藤
さ
ん
は
平
成
１２
年
引
退

で
す
ね
。
今
は
ど
ん
な
日
常
で
す
か
。

佐
藤
　
３２
年
間
に
亘
る
競
走
馬
と
の

生
活
で
し
た
。
緊
張
の
中
に
も
楽
し

い
想
い
出
ば
か
り
で
す
。
今
は
茨
城

県
石
岡
市
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
運

動
の
た
め
に
、
歩
く
こ
と
に
気
を
遣

い
、
大
き
な
風
呂
に
入

っ
て
の
ん
び

り
過
ご
す
こ
と
が
日
課
に
な

っ
て
い

ま
す
。
月
に

一
度
ぐ
ら
い
は
浅
草
に

出
て
芝
居
を
楽
し
ん
だ
り
。
全
国
各

地
の
競
馬
場
で
過
ご
し
て
き
た
だ
け

に
、
た
ま
に
は
人
の
多
い
と
こ
ろ
ヘ

行

っ
て
み
た
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す

（笑
）

最
初
は
江
戸
川
区
の
鉄
工
所
に
住
み

込
み
で
就
職
し
ま
し
た
。

１２
年
間
勤

め
ま
し
た
。
そ
の
間
結
婚
を
し
て
、

娘
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
活
？
ラ
ク

じ
ゃ
な
か

っ
た
で
す
ね
。
（笑
）
そ

ん
な
時
に
知
人
か
ら
競
馬
の
世
界
に

誘
わ
れ
た
の
で
す
。

大
釜
　
そ
れ
が
厩
務
員
生
活

の
ス

タ
ー
ト
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

丁
寧
に
教
え
て
頂
い
た

馬
に
接
す
る
心
得

佐
藤
　
は
い
。
昭
和
四
三
年
四
月

一

日
、
今
で
も
は
つ
き
り
覚
え
て
い
ま

す
。
松
山
吉
三
郎
調
教
師
に
お
世
話

に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
釜
　
ま
さ
に
人
生

の
転
機
…
。

佐
藤
　

」ゝ
の
世
界

に
入

る

一
ヶ
月

前
、
松
山
先
生
か
ら
お
手
紙
を
頂
き

ま
し
て
ね
。
始
業
か
ら
終
業
ま

で
、

一
日
の
作
業
内
容
が
細
か
く
記
さ
れ

て
い
る
ん
で
す
よ
。
嬉
し
か

っ
た
で

す
ね
。

大
釜
　
そ
れ
ま
で
と
は
ま

っ
た
く
違

う
仕
事
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
…

佐
藤
　
本
当
に
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。
朝
が
早
い
の
に
も
驚
き
ま

し
た

（笑
）
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
は
俊
敏

で
繊
細
で
、
農
耕
馬
と
は
ま

っ
た
く

違
い
ま
し
た
。
作
業
を
時
間
内
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
厩
舎
の

皆
さ
ん
に
随
分
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。

大

釜
　

一二
冠

馬

ミ

ス

タ

ー

シ

ー

ビ

ー
、
そ

の
母
親

の
シ
ー
ビ

ー

ク

イ
ー
ン
な
ど
、
名
馬
を
担
当
し
て
い

ま
す
ね
。

塩谷先生 (右から4人め)を囲んで昭八会
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若
手
グ
ル
ー
プ
の
果
敢
な
挑
戦

大
曲
商

工
会
議
所
青
年
部

Ќ
Ｏ
“
目
的

∪

う
一
『
①
づ
『
①
澤
①
暉
略
∽

〇

『
ｏ
Ｃ
Ｕ

「地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る
商
工
会
議
所
の

一
翼
を
担
い
、
次

代
へ
の
先
導
者
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
～
」
と
、
今
、
大
山
商
工

会
議
所
青
年
部
は
新
し
い
時
代
へ
向
け
果
敢
な
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
秋
田
県

『食
』
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
や

『土
屋
館
衆
』

の
立
ち
上
げ
、
『土
屋
館
わ
い
わ
い
広
場
』
の
開
催
、
そ
し
て
平
成
２０

年
２
月
に
天
童
市
で
開
催
さ
れ
た

「平
成
鍋
合
戦
」
に

「納
豆
汁
」

で
挑
戦
、
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

―
―
　
青
年
部
の
活
動
は
目
覚
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
「指
針
」
を
こ
紹
介
く

だ
さ
い

私
た
ち
の
身
の
周
り
で
は
、
あ
ら
ゆ
る

点
に
お
い
て
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。
そ

の
流
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う

に
、
私
た
ち
自
ら
の
教
養
を
高
め
る
と
と

も
に
、
地
域
を
支
え
る
青
年
経
済
人
と
し

て
、
そ
の
先
導
者
た
る
気
概
で
研
鑽
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
青
年
部
の
行

動
指
針
は
、
菫
豆
か
な
郷
土
を
築
く
た
め
に
、

創
意
と
工
夫
、
勇
気
と
情
熱
を
傾
け
る
な

ど
、
こ
の
地
域
の
今
後
を
担
う
若
手
経
済

人
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
す
る
内
容
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

―
―
　
会
長
は
ど
な
た
で
す
か

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
川
端
の
代
表
取
締
役

で
あ
る
齋
藤
浩
英
さ
ん
で
す
．

大
山
で
美
味
し
い
も
の
は

―
―
　
具
体
的
に
は
ど
ん
な
活
動
を

ま
ず
大
曲
の
食
の
豊
か
さ
を
内
外
に
発

信
し
よ
う
と
、
『大
曲
の
納
豆
汁
』

の
普

及
に
取
り
組
み
ま
し
た
ｃ

県
外

の
人
に

「
大
曲

の
美
味
し

い
も

の
」
と
聞
か
れ
る
と
大
概
の
大
曲
人
は
、

「
特
別
自
慢
で
き
る
よ
う
な
美
味
し
い
も

の
は
な
い
」
と
答
え
ま
す
。
し
か
し
実
際

は
、　
一
般
に
食
材
は
他
地
域
の
同
じ
品
種

と
は

一
線
を
画
す
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
し
か

―
―
　
つ
じ
や
さ
ん
と
い
え
ば
大
曲
で
も

伝
統
の
あ
る
菓
子
鋪
で
す
ね
。

辻
　
創
業
は
江
戸
末
期
～
明
治
の
初
め
、

私
の
曽
々
祖
母
に
当
た
る
辻
ジ
ェ
ン
の
創

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
店
舗
を
構

え
る
の
で
は
な
く
、
祝
儀
、
不
視
儀
の
一

切
を
取
り
仕
切
る
出
張
料
理
人
で
、
と
う

ふ
か
ま
ぼ
こ
の
作
り
手
だ

っ
た
よ
う
で

す
。
店
舗
を
構
え
た
の
は
三
代
目
に
当
た

る
祖
父
辻
弥
太
郎
が
、
大
正
三
年
、
大
曲

の
土
屋
館
で
し
た
。

―
―
　
私
ど
も
の
総
会
で
も
こ
提
供
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
〓

一杯
も
ち
」
が
特
に

有
名
で
す
ね
。

辻
　
ス
タ
ー
ト
は
と
う

ふ
か
ま
ぼ
こ
で

す
。　
一
般
に
は

「
豆
腐
巻
物
」
と
呼
ば

温故知緬の気欄でがわばる

つじや菓子鋪 五代目

辻 卓 也 さん

れ
、
こ
の
地
域
の
伝
統
的
な
郷
土
菓
子
で

す
ね
。
現
在
で
も
県
南
地
区
の
豆
腐
屋
さ

ん
、
食
品
加
工
業
者
、
最
近
は
や
り
の
農

家
企
業
な
ど
で
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
原

料
素
材
や
配
合
、
製
造
方
法
な
ど
は
そ
れ

ぞ
れ
違

い
、
従

つ
て
味
や
風
味
も
違

い
ま

す
。
当
店

の
使
う
と
う
ふ
か
ま
ぼ
こ
は
、

初
代
辻
ジ
ュ
ン
の
製
法

・
味
を
守

っ
て
い

ま
す
。
因
み
に
と
う
ふ
か
ま
ぼ
こ
は
蒸
し

た
も
の
、
と
う
ふ
カ
ス
テ
ラ
は
焼

い
た
も

の
で
す
。

二
杯
も
ち
は
昔
か
ら

「
み
そ
」
「
は
な
み

そ
」
と
呼
ば
れ
て
、
こ
の
土
地
の
郷
土
菓

子

・
行
事
食
で
し
た
。
三
代
目
辻
弥
太
郎

が
郷
土
菓
子
の

「
み
そ
」
「
は
な
み
そ
」
に

和
菓
子
の
技
術

・
製
法
を
採
り
入
れ
、
Ｔ
一

杯
も
ち
」
と
し
て
売
り
出
し
ま
し
た
。
歴

史
の
上
で
は
と
う
ふ
か
ま
ぼ
こ
よ
り
も
新

し
い
も
の
で
す
。

―
―
　
そ
れ
で
も
歴
史
を
感
じ
ま
す
ね
。

売
れ
筋
は
。

辻
　
「
と
う
ふ
か
ま
ぼ
こ
」
、
Ｔ
一杯
も
ち
」

は
こ
の
店
の
ツ
ー
ト

ッ
プ
で
す
。
そ
れ
以

外

の
お
菓
子
も
１０
種
類
ほ
ど
あ
り
ま
す

が
、
地
元
の
お
客
様
に
は

「
と
う
ふ
か
ま

ぼ
こ
」
冨

一杯
も
ち
」

の
つ
じ
や
で
定
着

し
て
い
ま
す
。
（笑
）
安
易
に
機
械
化
に

走
る
こ
と
な
く
、
し

っ
か
り
と
伝
統
の
味

を
守

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
　
辻
さ
ん
は
、
家
業
の
他
に
現
在
大

曲
正
会
議
所
青
年
部
副
会
長
と
し
て
こ
活

躍
で
す
ね
。
青
年
部
の
活
動
趣
旨
や
役
割

に
つ
い
て
は
…

辻
　
土目
年
部
会
長
は
、
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

川
端
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
斎
藤
浩
英
さ

ん
で
す
。
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
こ
の

地
域
の
若
手
企
業
人
育
成
を
目
的
に
組
織

さ
れ
ま
し
た
。
要
は
二
代
ロ
ボ
ン
ボ
ン

（笑
）
や
企
業
家

の
自
己
研
鑽
の
場
で
あ

り
、
ま
た
他
地
域
の
活
動
す
る
同
じ
よ
う

な
青
年
部
や
部
員
と
の
交
流

・
学
び
の
場

で
あ
り
、
地
域
と
と
も
に
自
社
の
た
め
の

活
動
を
す
る
後
ろ
盾
に
な
る
も
の
で
す
。

よ
き
時
代
の
伝
統
を
守
り

つ
つ
も
、
若
者

の
集
団
ら
し
く
新
し
い
こ
と

へ
の
挑
戦
も

果
敢
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゆかり

大曲に所縁のある人みんなの会

首都圏大1曲会1会長募集中 !

年会費 :1家族千円 (会報代・通信費など)です。

〒102‐0061東京都千代田区九段Jと 1‐ 1‐ 71‐304
教育精報プロジェク ト気付

電話 03-5213-2028(代 表)FAX 03-5213-2029
eメ ール :info@e,prosip.oo田
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「平
成
鍋
台
戦
」
で
グ
ラ
υ
ブ
リ
獲
得

も
安
価
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い

人
が
多

い
の
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
辺
り
で

は

一
般
的
な
家
庭
料
理
の
納
豆
汁
を
例
に

と
り
、
安
く
て
美
味
し
い
そ
の
価
値
を
再

認
識
し
、
郷
土
に
自
信
を
持

つ
こ
と
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

現
在
は
昭
和
期
の
後
半
、
カ
ネ
ト
ク
で

販
売
し
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
あ

っ
た

「
カ
レ
ー
ゥ
ー
メ
ン
」
を
復
活
さ
せ
、
大

曲
の
味
と
し
て
内
外
の
出
店
に
努
め
て
い

ま
す
。

―
―
　
他
に
は
ど
ん
な
試
み
が
あ
り
ま
す
か

秋
田
県

『食
』

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
青
年

部
で
は
、
県
内
外

へ
の
出
店
、
ア
ピ
ー
ル

販
売
な
ど
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
が
、
お

決
ま
り
の
よ
う
に
予
算
不
足
、
行
政
の
支

援
も
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
か
ら
苦

労
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と

か
ら
横
の
連
携
を
強
化
し
よ
う
と
、
似
た

よ
う
な
活
動
を
展
開
す
る

「横
手
焼
き
そ

ば
」
「
神
代
カ
レ
ー
」
な
ど
を
始
め
、
当

地
グ
ル
メ
に
取
り
組
む
１２
団
体
が

一
緒
に

な
り
、
今
年
四
月
、
「秋
田
県

『食
』
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

六
月
に
は
横
手
ふ
る
さ
と
村
で
大
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
活
動
は
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た

一
一
〇
〇
八
年

の
大
仙
市
秋
ま

つ
り

で
は
県
内

の
各
青
年

部

に
働
き

か
け

『
秋

田
旨
め
も
の
屋
台
村
』

と

い
う
イ

ベ
ン
ト
を

開
催

し
、
昨
年

か
ら

は
納
豆
に
特
化
さ
せ
、

『納
豆
ま

つ
り
』
を
開

催

し
ま
し
た
。
今
年

は

『全
国
納
豆
サ
ミ
ッ

ト
』

と
し

て
、
各

地

か
ら
納
豆

に
関
る
業

者

。
関
係
者

が
集
ま

り
、
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ
て
い
ま
す
。

斎藤浩英青年部部長

納豆の味と香りが一

グランプリを獲得した「大曲の納豆汁」

グランプリのカップ、賞状などを手に喜ぶメンバー

納豆汁のブースの前には長蛇の列

―
―
　
若
者
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

ま
す
。
大
曲
の
花
火
に
向
け
た
企
画
は
あ

り
ま
す
か

青
年
部
の

一
番
大
き
な
事
業
は

『大
曲

の
花
火
』

の
桟
敷
会
場
運
営
で
す
。
桟
敷

会
場
の
設
置

・
運
営
と
、
当
日
の
入
退
場

ゲ
ー
ト
の
管
理
を
受
け
持
ち
ま
す
。
年
々

増
加
す
る
お
客
様
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
前
日
夜
か
ら
ほ
と
ん
ど
休
息
な
し
で

当
日
の
深
夜
ま
で
走
り
回
る
戦
場
の
よ
う

な
状
況
が
続
き
ま
す
。
折
角
全
国
か
ら
お

見
え
に
な
る
お
客
様
、
少
し
で
も
大
曲
の

町
に
好
印
象
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
、
昨

年
か
ら
は
花
火
通
り
商
店
街
と

の
協
働

で
、
『土
屋
館
音
楽
祭
』
や

『
日
本
酒
試

飲
会
』
、
『地
場
グ
ル
メ
の
販
売
』
な
ど
を

行

い
ま
し
た
。

ま
た
花
火
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
多
種
あ
り

ま
す
が
、
市
内

マ
ッ
プ
は
な
い
状
態
で
し

た
か
ら
、
み
ん
な
で
資
金
を
出
し
合

っ
て

当
日
マ
ッ
プ
の
作
成
も
し
ま
し
た
。
今
年

は
花
火

一
〇
〇
年
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、

青
年
部

・
Ｊ
Ｃ
、
町
の
若

い
衆

（梵
天
を

終
え
た
年
代
会
）
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
独
自
に

『前
々

夜
祭

・
前
夜
祭

。
当
日
祭
り
』
と
、
三
日

間
通
し
の
街
中
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

通
り
を
元
気
に
す
る
仕
掛
け

☆

―
―
　
『土
屋
館
衆
』
を
立
ち
上
げ
た
と
か

大
曲
駅
か
ら
続
く
「花
火
通
り
商
店
街
」

は
、
最
盛
期
の
姿
と
は

一
変
し
、
典
型
的

な
駅
前
商
店
街
に
な

っ
て
い
ま
す
。
各
店

主
の
高
齢
化
現
象
も
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

(首都圏人曲会副会長 内小友出身)

〒1450061 東京都大田区石川町 2-33-1-406
Te1//Fax:03-3728-0280

cメ ール :zwu00100@niftv com
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こ
で
青
年
部
と
商
店
街
な
ど
、
様
々
な
団

体
と
協
力
し
、
横
連
携

の
会

『
土
屋
館

衆
』
を
立
ち
上
げ
、
様

々
な
活
動
を

ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
昨
年
五
月
か
ら
毎

月
第
四
土
曜
日
、
駅
前
の
中
心
地
で

『土

屋
館
わ
い
わ
い
広
場
』
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
回
を
重
ね
て
出
店
者
、
団
体
、
参
加

者
が
増
え
て
、
昨
今
は
教
育
委
員
会
、
小

学
校
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
も
加
わ

っ

て
、
益
々
賑
や
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。

―
―

　
と
こ
ろ
で
天
童
市
で
行
わ
れ
た

「
平
成
鍋
合
戦
」
で
は
、
「
大
曲
の
納
豆

汁
」
で
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し

た
ね
。

元
々
こ
の
催
し
は
、
天
童
市
商
工
会
議

所
青
年
部
が
十
四
年
前
、
町
お
こ
し
の
自

主
事
業
と
し
て
始
め
た
も
の
で
し
た
。
青

年
部
同
士
の
つ
な
が
り
か
ら
天
童
市
の
会
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長
さ
ん
に
、
ぜ
ひ

「大
曲
の
納
豆
汁
」
も

と
頼
み
込
ん
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
し
た
。
普
段
食
べ
て
い
る
家
庭
料

理
の
納
豆
汁
が
、

コ
ン
ク
ー
ル
で
評
価
さ

れ
る
わ
け
が
な
い
と
、
青
年
部
の
親
会
で

あ
る
大
曲
商
工
会
議
所
も
当
初
は
首
を
傾

げ
た
も

の
で
し
た
が
、
同
志

メ
ン
バ
ー

二
十
名
が
自
腹
で
参
加
し
ま
し
た
。
腕
試

し
が
目
的
で
し
た
か
ら
、
ま
さ
か
初
出

場

・
初
優
勝
と
は
思

っ
て
も

い
ま
せ
ん
で

し
た
。

本
物
の
美
味
し
さ
は

家
庭
の
味
の
中
に
あ
る

，―
―
　
そ
の
と
き
の
会
場
の
雰
囲
気
や ☆
反

応
は
如
何
で
し
た
か

山
形
県
で
も
天
童
市
辺
り
ま
で
納
豆
汁

は
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
南
部
で
は
食
べ

ま
せ
ん
。
従

っ
て
天
童
市
界
隈
で
は

一
般

的
な
家
庭
料
理
と
い
う
わ
け
で
す
。
し
か

も
あ
く
ま

で
も

「
汁
」

で
あ
り
、
「
鍋
」

で
は
な
か

っ
た
の
で
す
。

―
―
　
不
利
な
ス
タ
ー
ト
？

ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
、
昨
年
ま
で
の
好

成
績
テ
ー
ム
に
は
長
蛇
の
列
が
出
来
る
の

で
す
が
、
我
々
の
ブ
ー
ス
は
閑
散
と
し
た

も
の
。
し
か
し
並
ば
ず
に
食
べ
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
段

々
に
販
売
数
も
増
え
、

や
が
て

「美
味
し
い
」
と
い
う
声
が
ク
チ

コ
ミ
と
な

っ
て
、　
一
時
間
も
す
る
と
百
名

以
上
も
の
長
蛇
の
列
が
出
来
て
し
ま

っ
た

の
で
す
。
最
終
的
に
は
僅
か
二
時
間
で

八
百
杯
を
販
売
し
ま
し
た
。
作
り
置
き
を

し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
こ
の
時
間
中
は

ま
る
で
戦
場
の
よ
う
な
忙
し
さ
で
し
た
。

―
―
　
そ
れ
が
優
勝
に
繋
が

っ
た
と
…

審
査
の
後
、
『大
曲
の
納
豆
汁
』

の
優

勝
が
告
げ
ら
れ
る
と
、
主
催
者

で
あ
る

天
童
商
工
会
議
所
青
年
部
の
み
な
さ
ん
、

そ
し
て
会
場

の
参
加
者
た
ち
み
ん
な
が
、

あ

っ
け
に
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
た

ち
も
普
段
の
家
庭
料
理
と
し
て
食
し
て
い

る
納
豆
汁
が
、
ま
さ
か
第
十
四
代
の
鍋
将

軍
に
な
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か

っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
合
戦
終
了
後
、
主

催
者
の
方
々
と
次
の
よ
う
な
話
を
し
、
総

括
し
ま
し
た
。

優
勝
を
狙
い
た
い
参
加
者
は
、
回
を
重

ね
て
高
級
な
食
材
、
日
新
し
い
調
理
、
派

手
な
装
飾
に
目
を
取
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

鍋
料
理
と
い
う
食
材
が
本
来
持

っ
て
い
る

家
庭
的
な
素
朴
さ
、
温
か
さ
を
忘
れ
か
け

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。　
一
般
的
な
家
庭

料
理
が

一
位
に
な

っ
た
と
言
う
こ
と
は
、

審
査
員
、
そ
し
て

一
般
の
参
加
者
が
美
味

し
い
も
の
を
し

つ
か
り
評
価
で
き
る
確
か

な
舌
と
、
明
確
か
つ
公
正
な
審
査
基
準
を

持
ち
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
適
正
に
運
営

さ
れ
て
い
る
証
拠
。
昨
今
の
消
費
者
が
求

め
る
も
の
は
、
奇
を
て
ら

つ
た
も
の
よ
り

も
家
庭
の
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

―
―
　
家
庭
の
味
こ
そ
求
め
る
と
こ
ろ
と

い
う
こ
と
で
す
ね

私
た
ち
が
納
豆
汁
を
選
ん
だ
理
由
は
、

秋

田
県

の
地
元

で
日
常
的
に
食
す

る
、

我
々
に
と

っ
て
普
通
の
食
事
レ
ベ
ル
が
如

何
に
高

い
か
と
い
う
こ
と
を
、
県
民
自
身

が
再
認
識
し
、
誇
り
に
思

っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
理
由
か
ら
で
し
た
。
ど
う
も
秋
田

県
民
は
、
自
分
た
ち
の
食
文
化
や
食
し
て

い
る
も
の
の
価
値
を
低
く
見
積
も
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
土
地
に
は
、
都
会
の

人
に
自
慢
で
き
る
よ
う
な
美
味
し
い
も
の

が
な
い
と
い
う
意
識
が
強
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
し
か
し
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
「
平
成
鍋
合
戦
」
で
の
優
勝

が
、
見
事
に
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
ま
し
た
。

東
京
や
首
都
圏
で
の
反
応
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
適
切
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
で
す
。

横
浜

・
八
景
島
で

「こ
で
ら
れ
ね
～
秋
田
大
集
合
」

―
―
　
横
浜
の
八
景
島
で
も
開
催
し

た
ね

ま ☆
し

横
手
市
観
光
課
と
観
光
協
会
の

『出
張

か
ま
く
ら
』
と

い
う
観
光
事
業
施
策
で
、

私
た
ち
青
年
部

の
納
豆
汁
に
も
声
が
か

か

っ
た
も
の
で
す
。
大
曲
か
ら
は
納
豆
汁

の
ほ
か
に
、
イ
ブ
リ
ガ
ッ
コ
、
大
保
納
豆
、

三
杯
も
ち
を
持
参
し
ま
し
た
。
ま
た
現
地

で
特
別
に
ア
キ
タ
コ
マ
チ
を
ガ
ス
炊
飯
し

て

「味
噌
お
に
ぎ
り
」
を
作

っ
て
販
売
し

た
と
こ
ろ
、
）ヽ
れ
が
大
好
評
。
最
初
戸
惑

っ

て
い
た
納
豆
汁
も
、
二
日
目
か
ら
は
小
さ

な
カ
ッ
プ
の
試
食
が
飛
ぶ
よ
う
に
は
け
ま

し
た
。世

界

一
素
晴
ら
し
い
町
に

多
☆

―
―
最
後
に
青
年
部
今
後
の
抱
負
を

大
曲
の
花
火
以
外
の
観
光
の
切
り
口
を

作
り
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
年

一
回
の
開
催
で
あ
り
、
市
内
宿
泊

・
購
買

の
キ
ャ
パ
を
遥
か
に
超
え
る
数
の
お
客
様

に
、
地
元
の
経
済
効
果
と
し
て
は
非
常
に

効
率
の
悪
い
も
の
で
す
。
未
来
を
担
う
子

ど
も
達
の
た
め
に
も
、
経
済
効
果
だ
け
を

求
め
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
町
が

「世
界

で

一
番
素
晴
ら
し
い
町
」
と
生
涯
言
い
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
町
に
向
け
、
努
力
を
重

ね
た

い
と
思

い
ま
す
。
『
六
分

の
侠
気
、

四
分
の
熱
』
を
持

っ
た
若
者
た
ち
を
集
め
、

育
て
て
、
「
若
気

の
至
り
で
ゴ
メ
ン
ナ
サ

イ
ー
」
と

い
う
、
あ
る
意
味
こ
の
年
代
の

特
権
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
新
し
い
事

ヘ

果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

愛
郷
無
限
―
「金
は
無

い
け
ど
志
と
熱
、

そ
し
て
体
力
は
あ
る
」
を
誇
り
に
、
こ
れ

か
ら
も
積
極
的
に
活
動
を
続
け
よ
う
と
話

し
合

つ
て
い
ま
す
。

社長 高橋 博子

〒014-0015大仙市大曲白金町12-24

電話  0187-62-1648

ぽ魃lゞ参り鵞畢

(大山の花火100年  記念タオルから)

記念品。贈答品などへの

ネーム挿入ご用命承ります
杉
歿
の
％
嬌

い
　

Ａフ
　
　
　
　
　
に

で

　

　

わ
　
　
　
　
つ
　

る

出
羽
鶴

久
口
の
Ｓ
を
成
す

人
え
の
も
ｓみ
と
と
も
に

す
次
銘
銀

L研舒③ 1224

Ftt O187⑩ 滋フ

お
終
羅
で
生
”
鶴
嵐
は
二
年
逹
鉄

杏
層
髯
泊
篠
キ
＾
で
全
誉
彙
贅
い
た
ヽ
ま
ｔ
た
。

◆
私
爾摯
酒
絲
式
会
藤

秋
田
県
大
仙
市
戸
地
谷
字
天
ヶ
沢
八
二
の

一

ヽ
お
藩
は
二
十
繊
に
な
っ
て
か
ら
。
お
落
は
お
い
し
く
適
菫
を
．

妊
娠
中
や
授
ス
期
の
飲
議
は
お
控
え
く
だ
さ
い
‘
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半

夏

生

の
白

さ

朱
　
華

散
り
ぬ
る
を
桜

の
気
持
ち
知
り
も
せ
ず

ひ
な
ま

つ
り
何
時
に
な

っ
て
も
女

の
子

雨
見

つ
め
小
さ
き
ま
ま

の
青
蛙

空
青
く
半
夏
生

の
白
さ
か
な

夏
集
う
友
と
故
郷
懐
か
し
む

花
火
観
る
周
り
の
人

の
幼
な
顔

留
守
電
に
母
の
声
し
て
冬
リ
ン
ゴ

朱
華
は
首
都
圏
大
曲
会
福
会
長
大
友
律
子
さ
ん
。

大
仙
市
内
小
友
出
身
で
、
現
在
國
學
院
大
學
職
員
。

毎
月
第
四
水
曜
日
、
同
大
學
辰
巳
正
明
教
授
の
研

究
室
で
句
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
句
会
の
句

集

「
亜
洲
風
味
的
糖
果
金
Ⅵ

（
ア
ジ
ア
ン
ス
イ
ー

ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
と

か
ら
転
載
し
ま
し
た
。

ふ

る
さ

と
便

り

作

詞

黒

皮

羽

生

お
～
い
　
一九
気
で
　
や
っ
て
る
の
か
い

里
に
も
　
雪
解
け
　
春
が
来
た

ば

つ
き
ゃ
に
　
ひ
ろ
っ
こ
　
猫

柳

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
芽

っ
こ
を
　
出
し
て
る
よ

お
前
と
遊
ん
だ
　
川
原
の
土
手
も

高
速
道
路
に
　
な

っ
ち
ゃ
っ
た

そ
～
だ
　
ふ
る
さ
と
　
重
大

ニ
ュ
ー
ス

小
百
合
は
　
町
会
の

ぴ
か
ぴ
か
　
新
米
議
員
さ
ん
に

こ
れ
ま
た
　
春
夫
に
孫
が
で
き

若
～
い
爺
様
に
　
な

っ
ち
ゃ
っ
た

コ
ン
ビ
ニ
　
フ
ア
ミ
レ
ス
　
み
な
あ
る
よ

ど
～
だ
　
た
ま
に
は
顔
で
も
み
せ
ろ

俺
た
ち
学
ん
だ
　
学
校
も

い
よ
い
よ
廃
校
　
決
ま

っ
た
よ

ド
タ
バ
タ
走

っ
て
　
叱
ら
れ
た

木
造
校
舎
の
　
さ
よ
な
ら
会
を

お
盆
に
や
る
か
ら
　
待

っ
て
る
よ

「ふ
る
さ
と
便
り
」
を
作
詞
し
た
黒
皮
羽
生
は
、
首

都
圏
大
曲
会
幹
事
佐
藤
重
光
さ
ん
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。

東
京
水
産
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し
現
在
は
同
社

会
長
。
趣
味
で
作
詞
活
動
を
始
め
た
腕
前
は
、
今

で
は
全
日
本
音
楽
著
作
家
協
会
会
員
。
意
欲
的
に

作
詞
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ふ

る

さ

と

思

え
ば

作
　
詞
　
江
　
一月
　
さ
ち
こ

奥
羽
山
脈
　
頂
に

朝
日
が
昇
る
　
青

い
空

緑
広
が
る
　
水
田
に

命
の
息
吹
　
ふ
つ
ふ
つ
と

蛙
の
泣
き
声
　
懐
か
し
く

あ
―
　
春
惜
し
む
　
我
が
心

真
昼
の
山
よ
　
寂
し
か
ろ

人
影
途
絶
え
　
幾
年
か

鳥
の
鳴
き
声
　
も
の
悲
し

変
わ
ら
ぬ
山
よ
　
こ
の
川
よ

昔
の
草
花
　
ひ
っ
そ
り
と

あ
―
　
故
郷
よ
　
こ
の
胸
に

大
平
山
に
　
日
が
沈
む

ね
ぐ
ら
を
求
め
　
急
ぐ
鳥

空
に
三
日
月
　
ぼ
ん
や
り
と

わ
び
し
く
照
ら
す
　
街
路
灯

川
面
に
思

い
を
　
浮
か
ば
せ
て

あ
―
　
去
り
難
き
　
こ
の
心

「
ふ
る
さ
と
思
え
ば
」
を
作
詞
し
た
江
戸
さ
ち
こ
は

首
都
圏
大
曲
会
会
員
今
井
幸
子
さ
ん
の
ペ
ン
ネ
ー

ム
。
最
近
は
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
の
ド
ラ
ム
に
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
が
、
作
詞
に
も
手
を
伸
ば
す
な
ど
、

日
々
前
向
き
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
「
ふ
る

さ
と
思
え
ば
」
は
、
国
道

一
〇
五
号
線
あ
た
り
か

ら
見
た
ふ
る
さ
と
高
関
界
隈
の
風
景
を
、
懐
か
し

く
詠
ん
だ
も
の
で
し
ょ
う
か
。

◇
◇
◇

編

集

後

記

◇
◇
◇

『ふ
る
さ
と
大
曲
』
第
９
号
が
お
手
元
に
届

く
頃
は
、
梅
雨
も
明
け
、
入
道
雲
わ
が
も

の
顔
の
夏
真

っ
盛
り
。
ふ
る
さ
と
の
大
曲

は
、
花
火

一
〇
〇
年
の
大
イ
ベ
ン
ト
を
控

え
、
市
民
の
話
題
は
花
火
で
盛
り
上

っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
大
仙
市
が
誕
生

し
て
五
年
。
商
工
会
議
所
青
年
部
の
活
躍

な
ど
、
ま
さ
に
夢
の
あ
る
田
園
交
流
都
市

実
現
に
向
け
着
実
な
歩
み
を
感
じ
ま
す
。

▼

「東
京
で
大
曲
の
花
火
を
観
る
会
」
は
、

大
曲
を
尋
ね
た
こ
と
の
な
い
人
も
参
加
し

て
大
盛
況
。
カ
ラ
オ
ケ
も
好
評
で
、
来
年

も
や
ろ
う
と
の
声
が
か
か
る
賑
や
か
で
活

気
あ
る
会
で
し
た
。

▼
六
月
十
二
日
、
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
大
仙
市
ふ
る
さ
と

会
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
ふ
る

さ
と
会
と
も
に
、
会
員
の
高
齢
化
を
嘆
く

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
ふ
る
さ
と

を
懐
か
し
く
思
う
こ
と
は
、
自
ら
の
若

い

日
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
年

齢
を
重
ね
た
人
が
多
く
な
る
の
は
当
然
。

だ
か
ら
こ
そ
各
ふ
る
さ
と
会
存
続
の
意
義

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
（大
釜
）
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平成22年 (2010年)7月

カメラ 紀 行

斉 藤 貞 助
(首都圏大曲会会員 )

毘
沙
再
沼
に
映
る
一磐
梯
一山

1本事1奪■琴1年1誉 |

一 早朝・霧の中 ―

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
混

雑
を
避
け
て
、
連
体
明
け
の
裏

磐
梯
を
訪
ね
た
斎
藤
貞
助
さ
ん

（首
都
圏
大
曲
会
事
務
局
長
）
。

吾
妻
連
峰
の
峰
々
に
は
残
雪
が

光
り
、
芽
吹
き
だ
し
た
木
々
の

中
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
の
は
満

開
の
桜
。

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に

輝
く
五
色
沼
の
彩
り
も
鮮
や
か

で
、
東
京
と
は

一
月
遅
れ
の
春

満
開
の
旅
で
し
た
。

●
約
爛
の
美
を
誇
る
一

―
　
桧
原
湖
に
越
え
る
山
間
で
　
―

1中

=|1甲
1盪の1摯

|

― 桧原湖近 くの峠 一

ひつそりと艶やかに匂い立つ。

訪れる人の感性を揺さぶるが

ことく見事な桜が咲いていた
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秋
元
湖
の
夜
明
け

朝
霧
に
包
ま
れ
た
湖
の
朝
は
音
も
な
く
訪
れ
る
。
静
か
な
湖
水
に
水
鳥
が

浮
か
ん
で
、
霧
が
晴
れ
る
と
見
事
な
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
湖
面
が
顔
を
覗

か
せ
る
。
秋
元
湖
は
長
瀬
川
と
し
て
流
れ
出
し
猪
苗
代
湖
へ
と
注
ぐ
。

驚
現
誉
０
油
瑕
一

花
見
峠
を
越
え
て
行
く
と
、
小
粒
な
が
ら
も

咲
き
誇
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
樹
林
が
目
の
前
に

広
が
っ
て
い
た
。
う
っ
す
ら
と
春
霞
た
だ
よ

う
中
、
小
鳥
の
鳴
き
声
が
長
閑
だ
っ
た

『ふるさと大曲』第 9号
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「ふ
る
さ
と
大
曲
」
第
九
号

平
成
二
十
二
年

（
二
〇

一
〇
年
）
七
月
二
十
四
日

首
都
圏
大
曲
会
発
行

平成22年 (2010年)7月

秋田 。十和田湖・八幡平国立公園

ここ乳頭温泉郷は、七湯の素晴

らしい泉質の宿が点在 していま

す。中でも妙乃湯は関西から見

た束の「金泉・銀泉Jの二源泉

を併せ持った誇れる宿です。ま

たイヽじんまりした秘湯の素朴さ、

古さに新しさのバランスを加味

した趣のある宿として大変喜ば

れております。

秋田県仙北市田沢湖生保内

字駒 ヶ岳 2-1
TEL 0187-46-2740

エステ&カフェ

田沢湖ホテル

TEL0187-43-2005 URL http://ischia― hotel.jp info@ischia―hotel.jp

秋田・田沢湖・抱返り渓谷県立自然公園

田沢湖と角館の中ほど。紺碧の湖や渓流を

見ながら木立の道を進みます。広い敷地と

周囲の山々に包まれた「都わすれ」は客室

わずか8室。全室抱返 り渓谷の景観を見な

がらのかけ流し露天風呂付きという、人里

離れた理想のくつろぎの宿です。

秋田県仙北市田沢湖卒田字夏瀬84

TEL 0187-44-2220

乳
頭
温
泉
郷
　
金
の
湯
　
銀
の
湯

櫻
海
』
議
ふ

ア
イ

リ

ス

ト
ラ
マ
【一刀
あ
】
の
撮
影
地

イ
・じ
ョ
ン
ホ
ン
滞
在
、
話
題
の
ホ
テ
ん

―-24-―




